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は
じ
め
に

　

歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
江
戸
・
京
・
大
坂
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

劇
場
も
各
地
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
調
査
・
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　

明
治
期
以
降
の
道
頓
堀
や
大
阪
各
地
の
劇
場
建
設
の
変
遷
や
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

新
聞
記
事
や
芝
居
番
付
、
演
劇
雑
誌
な
ど
の
資
料
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
近
代
歌

舞
伎
年
表　

大
阪
篇（

（
（

』
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
書
が
基
づ
い
た

資
料
は
新
聞
記
事
な
ど
間

接
的
な
も
の
が
多
く
、
当

時
の
劇
場
の
設
計
・
建
設

に
関
わ
っ
た
当
事
者
に
よ

る
直
接
的
な
資
料
は
、
あ

ま
り
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
そ
れ
以
上
の
研
究
の

進
展
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー

（
現
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が
新
た
に
収
蔵
し
た
「
大
阪
の
劇
場
大

工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」（
以
下
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
と
略
す
）
は
、
明
治
期
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
道
頓
堀
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
各
地
の
数
多
く
の
劇
場
の
設
計
・

建
設
に
関
わ
っ
た
中
村
儀
右
衛
門
（
一
八
五
二
～
一
九
二
一
）
自
身
が
書
き
残
し
た
資

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
大
阪
の
劇
場
建
設
に
つ
い
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
概
要
は
す
で
に
別
稿
と
し
て
発
表
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
れ
に
つ
づ
く

も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
劇
場
に
関
す
る
研
究
は
、
建
築
史
の
立
場
か
ら
劇
場
の
変
遷
や

建
築
構
造
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
多
か
っ
た
が
、
や
が
て
演
劇
史
・
芸
能
史
・
文
化
史
・

社
会
史
な
ど
の
視
点
か
ら
も
、
建
物
の
内
部
構
造
や
劇
場
空
間
が
研
究
対
象
と
な
り
、

分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

特
に
明
治
期
以
降
の
劇
場
史
に
関
し
て
い
え
ば
、
文
明
開
化
の
風
潮
の
な
か
で
、
日

本
の
演
劇
も
近
代
化
が
進
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
十
一
月
に
火

災
で
焼
失
し
、
の
ち
に
再
建
さ
れ
て
十
一
年
六
月
に
開
場
し
た
東
京
の
新
富
座
は
、
江

戸
時
代
の
劇
場
様
式
や
設
備
を
一
変
さ
せ
た
画
期
的
な
劇
場
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

明
治
期
以
降
に
お
け
る
大
阪
の
劇
場
建
設
と
大
工
・
中
村
儀
右
衛
門

―
履
歴
書
を
て
が
か
り
と
し
て
―

藤
　
岡
　
真
　
衣

中村儀右衛門　肖像写真
（関西大学なにわ大阪研究センター所蔵）

査
読
研
究
ノ
ー
ト
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て
お
り（

（
（

、
こ
の
舞
台
と
客
席
の
工
事
を
担
っ
た
の
が
、
歌
舞
伎
の
大
道
具
師
の
棟
梁
で

あ
る
長
谷
川
勘
兵
衛
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
東
京
の
歌
舞
伎
座
（
高
原
弘
造
設
計
。
明
治
二
十
二
年

十
一
月
開
場
）
や
春
木
座
（
河
合
浩
蔵
設
計
。
明
治
二
十
四
年
十
二
月
開
場
）
な
ど
の

よ
う
に
、
西
洋
の
建
築
技
術
を
学
ん
だ
建
築
家
が
劇
場
を
設
計
す
る
よ
う
に
な
り
、
洋

風
の
外
観
や
和
洋
折
衷
の
構
造
を
持
つ
劇
場
が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
の
劇
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
計
者
を
含
め
、
す
で
に
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
阪
の
劇
場
建
設
に
つ
い
て
は
直
接
関
わ
っ
た
人
物
の
資

料
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
新
た
に
大
工
・
中
村
儀
右
衛
門
の
資
料
群
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
彼
に
つ
い
て
も
、
大
阪
の
劇
場
建
設
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
大

工
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
中
村
儀
右
衛
門
自
身
が
記
し
た
履
歴
書
の
内
容
に
注
目
し
、

大
工
と
し
て
の
経
歴
を
た
ど
り
な
が
ら
、
彼
が
た
ず
さ
わ
っ
た
大
阪
の
劇
場
建
設
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
　「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
と
履
歴
書

　
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
は
、
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
、
総

点
数
四
五
五
点
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
内
容
は
、
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
、
儀
右
衛
門
が
記
し

た
日
記
・
覚
書
、
道
頓
堀
を
は
じ
め
と
す
る
劇
場
な
ど
の
図
面
、
劇
場
の
構
造
を
記
し

た
書
類
（
建
築
仕
様
書
・
摘
要
書
・
明
細
書
な
ど
）、
大
道
具
帳
、
勘
定
帳
、
出
勤
簿
で

あ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
劇
場
関
係
の
資
料
で
あ
る（

（
（

。

　
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
道
頓
堀
の
角
座
の
図
面
と
仕
様
書

の
調
査
・
分
析（

（
（

、
梅
田
の
劇
場
「
大
阪
歌
舞
伎
」
に
関
す
る
調
査（

（
（

、
さ
ら
に
儀
右
衛
門

の
日
記
帳
の
翻
刻
と
分
析
な
ど
の
研
究
が
あ
り（

（
（

、
資
料
群
を
紹
介
す
る
展
覧
会
も
行
な

わ
れ
て
展
示
図
録
が
発
行
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

儀
右
衛
門
が
記
し
た
履
歴
書
は
五
冊
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
み
て
み
た
い（
（1
（

。

　

五
冊
の
履
歴
書
は
、「
履
歴
書
」
や
「
履
暦
書
」
な
ど
、
表
題
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た

め
、「
明
治
卅
五
年
六
月
」
と
記
載
の
あ
る
も
の
を
履
歴
書
①
、「
明
治
四
十
五
年
六
月
」

と
記
載
の
あ
る
も
の
を
履
歴
書
②
、「
大
正
元
年
九
月
」
と
記
載
の
あ
る
も
の
を
履
歴
書

③
、「
明
治
四
拾
壱
年
九
月
改
メ
設
計
者
履
暦
書
」
と
記
載
の
あ
る
も
の
を
履
歴
書
④
、

「
設
計
監
督
者
履
歴
書
」
と
記
載
の
あ
る
も
の
を
履
歴
書
⑤
と
区
別
し
て
表
記
し
た
い
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
罫
線
入
り
の
用
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
冊
子
で
、
縦
書
き
で
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
履
歴
書
五
冊
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
が
、【
表
1
】
で
あ
る
。

　

履
歴
書
①
は
、
表
紙
は
な
く
、
本
文
の
丁
数
は
五
丁
で
あ
る
。
同
書
の
一
丁
表
か
ら

四
丁
表
に
か
け
て
、
儀
右
衛
門
の
出
生
か
ら
明
治
二
十
九
年
十
一
月
ま
で
の
経
歴
が
記

さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
「
明
治
卅
五
年
六
月
」（
四
丁
裏
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三

十
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
五
丁
表
に
、
海

軍
大
将
で
あ
っ
た
伊
東
祐
亨
が
儀
右
衛
門
に
贈
っ
た
賞
状
の
写
し
の
一
部
分
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

履
歴
書
②
は
、
表
紙
に
「
履
歴
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
を

除
い
て
八
丁
で
あ
る
。
一
丁
表
か
ら
五
丁
裏
に
か
け
て
、
出
生
か
ら
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
ま
で
の
経
歴
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
は
、「
明
治
四
十
五
年
六
月
」（
六

丁
表
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
に
記
載
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
丁
表
か
ら
七
丁
裏
に
か
け
て
は
、
伊
東
祐
亨
や
大

阪
演
劇
株
式
会
社
が
儀
右
衛
門
に
贈
っ
た
賞
状
の
写
し
が
あ
り
、
八
丁
裏
に
は
、
千
日

土
地
株
式
会
社
に
提
出
し
た
附
帯
願
書
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
履
歴
書
②
の
本
文
中
と
欄
外
に
は
、
加
筆
・
修
正
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

六
丁
表
の
欄
外
に
は
「
大
正
弐
年
参
月
ヨ
リ
堀
江
遊
廓
演
舞
場
新
築
ニ
付
設
計
及
監
督

ス
目
下
工
事
中
」
と
あ
り
、
明
治
四
十
五
年
以
降
の
経
歴
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
履
歴
書
②
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
以
降
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
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明治期以降における大阪の劇場建設と大工・中村儀右衛門

が
推
測
で
き
る
。

　

履
歴
書
③
は
、
表
紙
に
「
履
暦
書
」
と
記
さ
れ
、
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て

八
丁
で
あ
る
。
同
書
の
一
丁
表
か
ら
四
丁
裏
に
か
け
て
、
出
生
か
ら
明
治
四
十
三
年
ま

で
の
経
歴
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
経
歴
の
末
尾
に
は
、「
明
治
四
拾
五
年
六
■（
月
）　

大

正
元
年
九
月
」（
五
丁
表
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
続
き
に
、
伊
東
祐
亨
や
大
阪
演
劇

株
式
会
社
が
贈
っ
た
賞
状
の
写
し
二
点
が
確
認
で
き
る
。
同
書
の
八
丁
表
・
同
丁
裏
に

は
、
明
治
二
十
八
年
三
月
か
ら
二
十
九
年
十
一
月
に
か
け
て
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
本
文
が
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
履
歴
書
③
に
綴
じ
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

履
歴
書
④
は
、
表
紙
に
赤
い
文
字
で
「
明
治
四
拾
壱
年
九
月
改
メ
」、
墨
書
で
「
設
計

者
履
暦
書
」
と
あ
り
、
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
十
四
丁
で
あ
る
。
同
書
の
一

丁
表
か
ら
六
丁
表
に
か
け
て
、
出
生
か
ら
明
治
二
十
九
年
十
一
月
ま
で
の
経
歴
が
記
さ

れ
、
そ
の
末
尾
に
は
「
明
治
参
拾
参
年
十
一
月
」（
六
丁
裏
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
続
い
て
、
伊
東
祐
亨
や
大
阪
演
劇
株
式
会
社
か
ら
贈
ら
れ
た
賞
状
の
写
し
が
綴
じ
ら

【表 1】中村儀右衛門の履歴書 5冊の概要

資料 表題 本文の
丁数 履歴書を記載した年月日 履歴書の内容 履歴書に記された賞状の写しや願書 寸法（cm）

（縦×横）

履歴書①「履暦書」（表紙なし） 5丁 明治35年6月（4丁裏）出生から明治 29 年 11 月までの経歴（1丁表～ 4丁表）
・�伊東祐亨から贈られた賞状（本文の
一部）（明治 30 年初夏）（5丁表） 26.7×19.0

履歴書②「履歴書」 8丁 明治45年6月（6丁表）

出生から明治 43 年までの経歴
（1丁表～ 5丁裏）
※�欄外に加筆があり、大正 2年までの
経歴がわかる

・伊東祐亨から贈られた賞状
　（明治 30 年初夏）（6丁表～ 6丁裏）
・大阪演劇株式会社から贈られた賞状
　�（明治 30 年 12 月 28 日）（7丁表～ 7
丁裏）
・千日土地株式会社に宛た附帯願書
　（8丁裏）

24.6×17.0

履歴書③「履暦書」 8丁 大正元年 9月（5丁表）

出生から明治 43 年までの経歴
（1丁表～ 4丁裏）
※�明治 28 年 3 月の経歴（本文の一部）
と明治 29 年 5 月、同年 11 月の経歴
（8丁表～ 8丁裏）

・伊東祐亨から贈られた賞状
　（明治 30 年初夏）（5丁表～ 5丁裏）
・大阪演劇株式会社から贈られた賞状
　�（明治 30 年 12 月 28 日）（6丁表～ 6
丁裏）

27.0×19.5

履歴書④「明治四拾壱年九月改メ設計者履暦書」 14 丁

明治33年11月（6丁裏）
※�14 丁裏には「明治四
拾年弐月吉日」と書
かれている。

出生から明治 29 年 11 月までの経歴
（1丁表～ 6丁表）
※明治 30 年以降の経歴
　（11 丁裏～ 12 丁表）

・伊東祐亨から贈られた賞状
　（明治 30 年初夏）
　（8丁表～8丁裏／13丁表～13丁裏）
・大阪演劇株式会社から贈られた賞状
　（明治 30 年 12 月 28 日）
　（9丁表～10丁表／13丁裏～14丁表）
・�八千代座の座主吉田卯之助から贈ら
れた賞状（明治34年11月）（14丁表）

23.4×16.5

履歴書⑤「設計監督者履歴書」 5丁 年月日なし

出生から明治 29 年 11 月までの経歴
（1丁表～ 3丁裏）
※明治 34 年の経歴（本文の一部）
　（4丁表）

・小劇場改造願（明治41年）（5丁表）27.9×20.0

履歴書①
（関西大学なにわ大阪研究センター所蔵）
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れ
て
い
る
。

　

十
一
丁
裏
か
ら
十
二
丁
表
に
か
け
て
は
、
明
治
三
十
年
代
以
降
の
経
歴
が
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
後
に
、
伊
東
祐
亨
の
賞
状
と
大
阪
演
劇
株
式
会
社
の
賞
状
の
写
し
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
松
島
八
千
代
座
の
座
主
で
あ
る
吉
田
卯
之
助
が
儀
右
衛
門
に
宛
て

て
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
に
贈
っ
た
賞
状
の
写
し
が
み
え
る
。
末
尾
の

十
四
丁
裏
に
は
「
明
治
四
拾
年
弐
月
吉
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

履
歴
書
⑤
は
、
表
紙
に
「
設
計
監
督
者
履
歴
書
」
と
あ
り
、
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙

を
除
い
て
五
丁
で
あ
る
。
同
書
の
一
丁
表
か
ら
三
丁
裏
に
か
け
て
、
出
生
か
ら
明
治
二

十
九
年
十
一
月
ま
で
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
丁
表
に
、
明
治
三
十
四
年

に
松
島
八
千
代
座
の
座
主
の
依
嘱
を
受
け
た
こ
と
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五

丁
表
に
は
、
儀
右
衛
門
が
、
明
治
四
十
一
年
に
大
阪
府
知
事
の
高
崎
親
章
に
宛
て
て
提

出
し
た
「
小
劇
場
改
造
願
」
が
み
ら
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

小
劇
場
改
造
願

私
義
先
キ
御
許
可
ヲ
蒙
リ
居
リ
候
小
劇
場
建
焼
失
候
ニ
付
今
般
改
造
仕
度
候
間
許

可
相
成
度
摘
要
書
仕
様
書
並
ヒ
ニ
図
面
相
添
ヘ
此
段
相
願
候
也

　
　

明
治
四
十
一
年　

月　

日

�

大
阪
市
南
区
九
郎
右
衛
門
町
二
百
五
十
一
番
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
計
者

監
督
者　
　

中
村
儀
右
衛
門

　

大
阪
府
知
事
高
崎
親
章
殿

　

大
阪
で
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
月
に
改
定
さ
れ
た
、
劇
場
に
関
す
る
法
令

「
劇
場
取
締
規
則
」（
明
治
十
五
年
に
制
定
後
、
十
七
年
、
十
九
年
、
二
十
年
に
改
定
）

に
よ
る
と
、
劇
場
を
新
設
・
再
築
・
改
造
・
変
更
・
修
繕
す
る
際
に
は
、
劇
場
の
種
類

（
大
劇
場
・
小
劇
場
）、
位
置
、
敷
地
お
よ
び
建
坪
数
、
建
物
の
図
面
、
建
物
の
仕
様
書
、

落
成
期
日
な
ど
を
記
し
た
書
類
を
所
轄
の
警
察
官
署
を
経
て
、
大
阪
府
庁
に
願
い
出
て

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た（
（1
（

。
特
に
、
劇
場
の
新
設
・
再
築
・
改
造
に
関
わ
る
書
類
に

は
、
建
築
設
計
者
お
よ
び
建
築
監
督
者
の
署
名
と
捺
印
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
設
計
者

監
督
者
の
履
歴
書
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

儀
右
衛
門
の
場
合
も
、
履
歴
書
の
作
成
時
期
が
、
明
治
三
十
年
代
以
降
の
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
劇
場
建
設
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
際
に
履
歴
書
を
作
り
、
提
出

し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
履
歴
書
は
、
儀
右
衛
門
が
控
え
と
し
て
手
元
に
残
し

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
特
に
履
歴
書
②
に
は
、
後
年
に
加
筆
・
修
正
が
加
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
な
ど
の
仕
事
を
請
け
負
う
た
め
に
、
履
歴
書
を
新
た
に
作
成
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
履
歴
書
五
冊
に
記
さ
れ
た
住
所
（
大
阪
市
南
区
九
郎
右
衛
門
町
二
百
五
十
一

番
屋
敷
）
か
ら
、
儀
右
衛
門
が
、
道
頓
堀
を
拠
点
と
し
て
劇
場
建
設
の
仕
事
を
営
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
中
村
儀
右
衛
門
の
経
歴

　

つ
ぎ
に
、
中
村
儀
右
衛
門
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　

履
歴
書
五
冊
か
ら
、
儀
右
衛
門
の
出
生
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
ま
で
の
足
跡

を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
経
歴
を
ま
と
め
た
も
の
が
、【
表

2
】
で
あ
る
。
儀
右
衛
門
の
大
工
と
し
て
の
経
歴
は
、
そ
の
活
動
時
期
か
ら
、
お
よ
そ

四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

第
一
期　

大
工
修
業
を
始
め
た
時
期
（
一
八
五
二
年
～
一
八
七
二
年
）

　
　

第
二
期　

大
工
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
時
期
（
一
八
七
二
年
～
一
八
八
四
年
）

　
　

第
三
期　

東
京
を
中
心
に
活
動
し
た
時
期
（
一
八
八
五
年
～
一
八
九
〇
年
）

　
　

第
四
期　

劇
場
を
建
設
し
た
時
期
（
一
八
九
〇
年
～
一
九
二
一
年
）

　

履
歴
書
以
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
儀
右
衛
門
が
晩
年
ま
で
劇
場
建
設
の
仕
事
に
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
諸
資
料
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
亡
く
な
る
大
正
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明治期以降における大阪の劇場建設と大工・中村儀右衛門

【表 2】中村儀右衛門の経歴

年月日 年齢 主な経歴 典拠（履歴書） 備考① ② ③ ④ ⑤
嘉永 5年12月 8 日 1 中村儀右衛門の長男として、大阪市西区北堀

江上通二丁目に生まれる。幼名奈良松。 ● ● ● ● ●

文久 3年 12 父儀右衛門に従い、大工職の修業をし、製図
法を実修する。 ● ● ● ● ●

履歴書①～④に 12 歳と記
載があるのみで、年の記載
はない。履歴書⑤には「文
久三年」の記載がある。

明治 5年 2月 21 父が死去し、跡目相続の上、儀右衛門と改名
する。 ● ● ● ● ● 履歴書①には「十二月」と

ある。

明治 5年10月～ 6年 6月
山城国木津郡大工棟梁の椿井平四郎に従い、
製図と大工を実習し、同所に大里小学校を建
築する。

● ● ● ● ●

明治 6年 7月～ 22 大阪市東区淡路町二十三区小学校の建築を下
請し、成工する。 ● ● ● ● ●

明治 8年～10年 24 岡山県士族大工髙山照朝を師として学ぶ。 ● ● ● ● ●
明治10年11月～12年 6 月 26 熊本県立病院新設につき、下請し、建築する。● ● ● ● ●
明治12年 6 月～13年 4 月 28 鹿児島市元種ヶ島屋敷跡に同県士族中村義行

の邸を設計し、建築する。 ● ● ● ● ● 履歴書⑤には「中村儀行」
とある。

明治12年又は13年
鹿児島私学校主事中原満兵衛の嘱託により、
故大将西郷隆盛公の神廟内の神前を造営し、
私学校その他知名の士より賞状を受ける。

● ● ● ● ●

明治18年 8 月～19年 9 月 34
東京の皇居造営につき、福岡県士族廣津三助
の名義で第一区第三十三号女官面謁所御内儀
係りを、宮内省技師尾崎新吉の監督のもとで、
建築する。

● ● ● ● ●
履歴書⑤は明治18年8月か
ら20年3月までの経歴をま
とめて記す。

明治19年 4 月～20年 1 月 35
横須賀鎮守府建築部東京支部の命により、海
軍省水路部観象台と目黒火薬庫第三部を建築
する。

● ● ● ● ●

明治19年 8 月～20年 1 月 東京芝区高輪士族三宮信胤の邸を、工学士松
崎満長の監督のもとで設計し、建築する。 ● ● ● ● ●

履歴書①には、「十九年九
月」とある。履歴書②には
「三宮信郷」とある。履歴書
⑤には「松崎満吉」とある。

明治19年 9 月～20年 4 月 栃木県塩原にて、伊東祐麿の別荘を設計し、
建築する。 ● ● ● ● ● 履歴書⑤には「伊東祐磨」

とある。

明治20年 3 月～21年 3 月 36
明治工業会社技師瀧大吉の指名を受け、その
監督のもとに、東京芝区新橋外丸木写真館を
設計し、建築する。

● ● ● ● ●

明治22年 2 月～23年11月 38 東京芝高輪海軍大将伊東祐亨の邸を設計し、
建築する。 ● ● ● ● ●

明治23年 9 月～24年 4 月 39 東京府の劇場取締規則改正につき、嘱託を受
け、向柳原に柳盛座を建築する。 ● ● ● ● ●

明治25年～26年 41 新町廓事務所と婦徳会場の新築につき、同廓
のドクタクにより建築する。 ● 欄外に記載。

明治26年 1 月 42 大阪市内千日前の横井勘市の依嘱を受けて、
横井座を設計し、建築する。 ● ● ● ● ●

明治27年 5 月 43 道頓堀・弁天座の座主尼野吉郎兵衛の依嘱に
より、弁天座を設計し、新築する。 ● ● ● ● ●

明治28年 3 月 44 道頓堀・浪花座の座主秋山儀四郎の嘱託によ
り、浪花座の大修繕の設計と工事を成工する。● ● ● ● ●

明治29年 5 月 45 天満天神社北裏門にある天満座の新築につ
き、設計と工事を嘱託される。 ● ● ● ● ●

明治29年11月
大阪演劇株式会社の新劇場を梅田停車場前に
建設するため、設計と建築工事を請負い、竣
工する。

● ● ● ● ●

明治31年 5 月 47 道頓堀・角座の座主秋山儀四郎の嘱託により、
角座の大修繕の設計と工事を成工する。 ● ● ●

明治34年 3 月 50
松島八千代座の座主吉田卯之助の嘱託によ
り、八千代座新築につき、設計と工事を請負
い、成工する。

● ● ● ● 履歴書⑤は本文の一部のみ
記されている。

明治41年 8 月 57 小劇場常盤座の設計と監督をする。 ● ● ●
明治41年 8 月 小劇場玉造座の座主入江伊助の嘱託により、

設計と工事建築をする。 ● ● ●

明治41年冬
海軍大将元帥伊東祐亨の邸において、祐亨直
筆の軸物「規矩者方圓ノ基」の書を贈与され
る。

● ● ●

明治42年 8 月 58 小劇場相生座の設計と監督をする。 ● 履歴書④。ただし、本文に
取り消し線がある。

明治43年 59 道頓堀・浪花座新築につき、座主髙木徳兵衛
の嘱託により、設計と工事を請負い、成工する。 ● ● ●

明治43年 老松町・老松座の座主伊藤利作の嘱託により、
設計と建築工事を請負い、成工する。 ● ●

明治43年11月～44年 4 月 千日前大矢藤松のドクタクにより、劇場電気
館を設計し、建築する。 ● 欄外に記載。

明治44年 6 月～ 60 千日前帝国館活運写真を設計し、建築する。 ● 欄外に記載。
明治44年11月～45年 6 月 髙木徳兵衛のドクタクにより、京都の新京極・

京都座の設計と監督をし、成工する。 ● 欄外に記載。
明治45年（1912）6 月～大正元年
11月 61 千日前山田幸太郎のドクタクにより、劇場常

盤座を設計し、建築する。 ● 欄外に記載。
東京市浅草区橋場在古水幸七氏のドクタクに
より、東区平野町四丁目御霊神社前の活運写
真場五二館を設計し、建築する。

●
欄外に記載。明治45年の常
盤座の後に記されているが、
年月は未詳。

大正 2年 3月～ 62 堀江遊廓演舞場新築につき、設計と監督をする。 ● 欄外に記載。
※年齢は満年齢で記載した。
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十
年
（
一
九
二
一
）
ま
で
を
第
四
期
に
含
め
た
。
以
下
、
第
一
期
か
ら
第
四
期
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
期
は
、
儀
右
衛
門
が
、
大
工
修
業
を
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
儀
右
衛
門
は
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
八
日
、
父
中
村
儀
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
、
大
坂
の
堀

江
に
生
ま
れ
、
幼
名
は
奈
良
松
と
い
っ
た
。
十
二
歳
か
ら
父
の
も
と
で
大
工
の
修
業
を

始
め
、
製
図
法
を
学
ん
だ
。
父
は
大
工
を
家
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
息
子

の
奈
良
松
（
の
ち
の
儀
右
衛
門
）
に
跡
目
を
継
が
せ
る
べ
く
、
そ
の
基
礎
修
業
を
さ
せ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
期
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
に
、
父
の
跡
目
を
相
続
し
て
儀
右
衛
門

と
名
前
を
改
め
、
大
工
と
し
て
活
動
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
、
山
城
国
木
津
郡

の
大
工
棟
梁
・
椿
井
平
四
郎
の
も
と
で
、
製
図
と
大
工
の
実
習
を
し
、
小
学
校
を
建
設

し
、
そ
の
翌
年
も
、
大
阪
で
小
学
校
の
建
設
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
明
治
八
年
（
一

八
七
五
）
か
ら
十
年
（
一
八
七
七
）
に
か
け
て
は
、
岡
山
県
士
族
の
大
工
・
髙
山
照
朝

の
も
と
で
、
さ
ら
に
修
業
を
積
ん
だ
。
明
治
十
年
十
一
月
か
ら
十
二
年
（
一
八
七
九
）

六
月
に
か
け
て
は
、
熊
本
県
立
病
院
の
新
設
工
事
を
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

小
学
校
や
病
院
な
ど
の
公
共
の
建
物
だ
け
で
な
く
、
明
治
十
二
年
か
ら
十
三
年
（
一
八

八
〇
）
に
か
け
て
は
、
鹿
児
島
で
個
人
の
邸
宅
や
西
郷
隆
盛
の
神
廟
に
関
わ
る
建
物
の

工
事
を
て
が
け
た
。

　

第
三
期
で
は
特
に
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
翌
十
九
年
に
か
け
て
の
東
京

の
皇
居
造
営
に
関
わ
る
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

皇
居
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
焼
失
し
た
た
め
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

か
ら
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
か
け
て
造
営
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
全
国

か
ら
優
れ
た
建
築
関
係
の
職
人
や
大
工
が
東
京
に
集
め
ら
れ
、
儀
右
衛
門
も
、
そ
の
腕

を
買
わ
れ
て
こ
の
工
事
に
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る（
（1
（

。

　

そ
の
後
、
明
治
十
九
年
か
ら
翌
二
十
年
に
か
け
て
、
松
崎
満
長
の
監
督
の
下
で
、
三

宮
邸
（
西
洋
館
）
の
建
設
の
仕
事
を
請
け
負
っ
た
。
松
崎
満
長
は
、
松ま
つ

ヶが

崎さ
き

萬つ
む

長な
が

（
一

八
五
八
～
一
九
二
一（
（1
（

）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
萬
長
は
、
ド
イ
ツ
で
建
築
技

術
を
学
ん
だ
建
築
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
は
、

明
治
工
業
会
社
の
瀧
大
吉
の
指
名
を
受
け
、
そ
の
監
督
の
下
で
写
真
館
を
設
計
し
建
設

し
た
。
瀧
大
吉
（
一
八
六
一
～
一
九
〇
二（
（1
（

）
は
、
工
部
大
学
校
の
造
家
学
科
に
入
学
し
、

外
国
人
教
師
の
も
と
で
西
洋
の
建
築
技
術
を
学
ん
だ
建
築
家
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
儀
右
衛
門
は
、
東
京
で
人
脈
を
広
げ
て
い
っ
た
だ
け
で
な
く
、
洋

風
建
築
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

　

第
四
期
は
、
数
多
く
の
劇
場
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
東
京
の
柳
盛
座
の
建
設
に
関
わ
っ
た
後
は
、
大

阪
に
戻
っ
て
劇
場
の
設
計
・
建
設
・
修
繕
の
仕
事
を
て
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
阪
で
儀
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
劇
場
と
し
て
は
、
道
頓
堀
の
弁
天
座
・
浪
花
座
・
角

座
、
千
日
前
の
横
井
座
・
常
盤
座
・
電
気
館
、
梅
田
の
大
阪
歌
舞
伎
、
天
満
の
天
満
座
・

老
松
座
、
松
島
八
千
代
座
、
堀
江
演
舞
場
、
玉
造
座
な
ど
が
履
歴
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

履
歴
書
か
ら
わ
か
る
儀
右
衛
門
の
経
歴
は
、
大
正
二
年
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後

も
、
劇
場
建
設
の
仕
事
に
関
わ
り
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
か
ら
翌
九
年
十
月

に
か
け
て
は
、
角
座
の
施
工
に
も
た
ず
さ
わ
っ
た（
（1
（

。

　

し
か
し
、
角
座
の
新
築
工
事
を
完
成
さ
せ
た
儀
右
衛
門
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
の

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
月
二
十
一
日
に
病
気
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。『
大
阪
朝
日
新

聞
』（
大
正
十
年
一
月
二
十
四
日
付
）
に
、
儀
右
衛
門
の
訃
報
が
伝
え
ら
れ
、
儀
右
衛
門

の
長
男
の
宗
三
と
、
儀
右
衛
門
の
弟
の
奈
良
市
、
関
係
者
の
連
名
と
と
も
に
、
葬
儀
を

大
阪
の
「
南
区
下
寺
町
三
丁
目
大
覚
寺
」
で
行
な
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
中
村
大
道
具
一
同
」
と
記
し
た
訃
報
も
掲
載
さ
れ
、
儀
右
衛
門
が
劇
場
の
大
道
具
師
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
か
ら
も
、
儀
右
衛
門
が
晩
年
に
い
た

る
ま
で
劇
場
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
儀
右
衛
門
は
第
四
期
に
、
数
多
く
の
劇
場
を
設
計
・
建
設
し
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
具
体
的
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明治期以降における大阪の劇場建設と大工・中村儀右衛門

に
み
て
い
き
た
い
。

三
　
中
村
儀
右
衛
門
と
劇
場
建
設

　

履
歴
書
の
内
容
を
も
と
に
、
中
村
儀
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
各
劇
場
の
建
設
か
ら
開
場

ま
で
の
経
緯
を
み
て
い
き
た
い
。

（
一
）
東
京
の
柳
盛
座
の
設
計
・
建
設

　

最
初
に
、
儀
右
衛
門
が
建
設
に
関
わ
っ
た
劇
場
は
、
東
京
・
下
谷
向
柳
原
町
の
柳

り
ゅ
う

盛せ
い

座
で
あ
る
。

　

柳
盛
座
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
下
谷
二
長
町
に
あ
っ
た
福
島
座
が
移
転

改
称
し
た
劇
場
で
あ
る（
（1
（

。
の
ち
の
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
六
月
末
に
、
劇
場
が

新
築
落
成
し
た
こ
と
を
新
聞
記
事
が
伝
え
て
お
り（
（1
（

、
そ
の
工
事
を
担
当
し
た
の
が
儀
右

衛
門
で
あ
っ
た
。
履
歴
書
①
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弐
十
三
年
九
月
ヨ
リ
弐
十
四
年
四
月
迄
東
京
府
劇
場
取
締
規
則
改
正
ニ
付
殊
ニ
嘱

扽マ
マ

ヲ
受
ケ
向
柳
原
柳
盛
座
ヲ
新
規
雛
形
ノ
設
計
ヲ
為
シ
建
築
ス
増
田
警
視
庁
技
師

ノ
監
督
ヲ
受
ケ
此
坪
数
弐
百
余
坪

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
京
府
の
劇
場
取
締
規
則
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
柳
盛
座
の
「
新

規
雛
形
ノ
設
計
」
が
必
要
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

劇
場
取
締
規
則
は
、
劇
場
に
関
す
る
法
令
で
、
明
治
十
五
年
に
東
京
府
で
公
布
さ
れ
、

各
府
県
で
も
公
布
さ
れ
た
が
、
府
県
ご
と
に
そ
の
基
準
は
異
な
っ
て
お
り
、
何
度
も
改

定
を
重
ね
た
。
東
京
府
の
規
則
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
八
月
に
改
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら（
（1
（

、
儀
右
衛
門
は
、
改
定
直
後
の
九
月
に
劇
場
の
工
事
を
引
き
受
け
た
こ
と
に

な
る
。

　

落
成
し
た
柳
盛
座
に
つ
い
て
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
四
年
七
月
八
日
付
）

は
、「
改
築
以
来
新
富
座
の
雛
形
と
い
ふ
評
判
を
取
つ
た
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　

柳
盛
座
は
、
木
戸
銭
が
二
銭
と
安
価
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
当
時
、
九
代
目
市

川
團
十
郎
の
芸
や
台
詞
を
似
せ
て
「
二
銭
の
團
十
郎
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
坂
東
和
好

が
出
演
し
て
評
判
に
な
っ
て
い
た
。

（
二
）
横
井
座
の
設
計
・
建
設

　

東
京
の
柳
盛
座
の
工
事
に
関
わ
っ
た
儀
右
衛
門
は
、
そ
の
後
、
明
治
二
十
五
年
（
一

八
九
二
）
に
活
動
の
場
を
大
阪
に
移
し
て
お
り
、
新
町
廓
の
事
務
所
と
婦
徳
会
場
を
建

設
し
て
い
る
。

　

以
下
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇
』
と
当
時
の
新
聞
記
事
を
も
と
に
し
て
、
儀
右

衛
門
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
、
儀
右
衛
門
が
引
き
受
け
た
仕
事
は
、
千
日
前
の

横
井
座
の
設
計
・
建
設
で
あ
っ
た
。
千
日
前
は
、
道
頓
堀
の
南
側
に
隣
接
す
る
地
域
で
、

明
治
期
に
な
っ
て
土
地
の
再
開
発
が
進
み
、
興
行
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

儀
右
衛
門
の
履
歴
書
①
に
は
、

弐
十
六
年
一
月
市
内
千
日
前
横
井
勘
市
氏
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
大
劇
場
横
井
座
ノ
設
計

及
建
築
ヲ
為
ス
五
百
余
坪

と
し
て
、
明
治
二
十
六
年
一
月
に
横
井
勘
市
か
ら
仕
事
を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
横
井
座
の
建
設
経
過
や
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治

二
十
八
年
十
二
月
六
日
付
）
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

千
日
前
繁
昌
の
事
は
前
号
の
紙
上
に
も
記
し
つ 

之
れ
も
其
中
の
重お

も

な
る
現
象
と
し

て
数
ふ
べ
き
は
今
度
落
成
し
ゝ
劇
場
横
井
座
な
り 

同
座
は
一
昨
年
二
月
よ
り
材
木

を
引
き
始
め
同
じ
き
七
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
ゝ
も
の
な
る
が
総
坪
数
千
七
百
坪

あ
り 

建
坪
五
百
三
十
余
坪
表
間
口
十
六
間
二
尺
四
寸
奥
行
廿
八
間
四
尺
二
寸
舞

台
の
広
さ
十
間
四
尺
正
面
両
桟
敷
と
も
総
て
勾て
す
り欄

作
り
の
三
階
に
て
家
根
の
棟
に

は
金
色
の
鯱し
ゃ
ち
ほ
こ鉾を

上
げ
桟
敷
の
裏
手
に
は
築
山
を
設
け 

樹
木
の
中
に
噴
水
器
を
し

つ
ら
ひ
頗
る
美
事
の
構
造
な
り
と
い
ふ
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儀
右
衛
門
が
仕
事
を
請
け
負
っ
た
後
、
翌
二
月
に
は
早
速
建
材
が
調
達
さ
れ
、
同
年

七
月
に
工
事
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月
頃
に

は
、
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
劇
場
は
、
屋
根
に
金
色
の
鯱
鉾
を
上

げ
、
桟
敷
の
裏
手
に
築
山
や
噴
水
器
を
設
け
た
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
一
月
十
九
日
付
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
横
井

座
の
近
辺
に
あ
る
小
屋
を
取
り
は
ら
っ
て
火
除
地
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
営
業
の
許
可

が
下
り
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
が
克
服
さ
れ
た
後
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
八
日
に
横

井
座
の
新
築
落
成
開
場
式
が
行
な
わ
れ
た（
（2
（

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
に
座
主
の
横
井
勘

市
が
暴
徒
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
起
こ
り（
（2
（

、
十
九
日
に
死
去
し
た
た
め
、
興
行
は
二
十
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
休
業
す
る
事
態
と
な
り
、
二
十
三
日
か
ら
同
じ
演
目
で
再
開
し
た

よ
う
で
あ
る（
（2
（

。

　

こ
の
横
井
座
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
一
月
に
南
大
劇
場
と
改
称
さ
れ
た

が
、
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
に
焼
失
し
、
そ
の
後
、
春は
る

日ひ

座
と
し
て
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）
四
月
に
新
築
開
場
し
て
い
る
。

（
三
）
弁
天
座
の
設
計
・
建
設

　

江
戸
時
代
、
道
頓
堀
に
は
多
く
の
劇
場
が
建
ち
、
明
治
期
以
降
も
芝
居
町
と
し
て
賑

わ
い
を
み
せ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
竹
田
の
芝
居
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
一
月
八
日
に
焼
失
す
る
。
同
年
四
月
に
新
し
い
劇
場
が
建
設
さ
れ
る
が
、
同
月
十

八
日
に
劇
場
内
で
火
事
が
発
生
し
、
再
び
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
た
劇
場
は
、

弁
天
座
と
改
称
し
て
同
年
十
一
月
に
開
場
し
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
五
月
六
日
、
劇
場
内
か
ら
の
出
火
に
よ
り（
（2
（

、
三
度
目
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
焼
失

し
た
。

　

こ
の
と
き
、
新
た
な
弁
天
座
を
建
て
る
た
め
に
、
設
計
・
建
設
を
て
が
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
が
、
儀
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
履
歴
書
④
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弐
拾
七
年
五
月
市
内
道
頓
堀
弁
天
座
主
尼
野
吉
良
兵
衛
依
嘱
ニ
因
リ
弁
天
座
ヲ
新

築
設
計
ヲ
為
シ
尚
之
レ
ヲ
建
築
ス
賞
美
金
壱
百
円
ヲ
贈
与
セ
ラ
レ
ル
此
坪
数
弐
百

四
十
八
坪

　

弁
天
座
の
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
は
、
劇
場
が
焼
失
し
た
直
後
に
、
儀
右
衛
門
に
設

計
お
よ
び
建
設
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

　
「
弁
天
座
の
新
築
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
六

月
十
五
日
付
）
の
記
事
が
、
再
建
さ
れ
る
劇
場
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

本
火
事
の
あ
ら
び
に
あ
は
れ
一
宵
の
廻
り
舞
台
高
堂
変
じ
て
無
惨
の
焼
土
と
化
し

た
り
し
弁
天
座
は
予
て
新
築
出
願
中
な
り
し
が
愈
よ
一
昨
十
三
日
の
日
附
に
て
建

築
を
許
可
せ
ら
れ
昨
十
四
日
座
主
尼
野
吉
郎
兵
衛
を
南
警
察
署
へ
呼
出
し
て
其
の

指
令
を
下
げ
渡
さ
れ
た
り 

依
り
て
昨
日
よ
り
俄
か
に
職
工
の
人
員
を
増
し
て
賑
は

し
く
職
事
を
始
め
た
る
が
今
其
の
設
計
の
模
様
を
聞
く
に
従
前
の
地
面
三
百
零
七

坪
な
り
し
を
更
に
六
十
九
坪
を
加
へ
表
口
十
七
間
奥
行
二
十
三
間
総
坪
三
百
七
十

六
坪
と
な
し
棟
上
り
も
猶
ほ
五
尺
を
増
し
て
五
十
三
尺
の
御
殿
造
り
に
改
め
在
来

の
亜と
た
ん鉛

葺
は
兎
角
雨
音
の
烈
し
き
為
め
音
楽
舞せ

り
ふ詞

を
妨
ぐ
る
事
あ
れ
ば
今
度
は
悉

と
く
瓦
葺
に
な
す
事
と
す 

木
材
は
惣
栂と

が

造
り
に
て
天
井
は
蠟ら

ふ

色い
ろ

掾べ
り

の
枠
を
取
り
其

の
中
は
残
ら
ず
繻し
ゅ

珍ち
ん

張
と
し
桟
敷
の
力
柱
は
鉄
に
し
て
之
を
朱
塗
と
な
し
場
は
二

間
の
合
間
に
八
寸
幅
の
通
路
を
設
く 

ま
た
場
の
下
も
桟
敷
の
下
も
惣
漆
喰
に
し
て

床
下
に
一
尺
五
寸
づ
ゝ
の
空
気
抜
き
を
設
け
専
ら
見
物
の
健
康
を
保
つ
事
と
し
表

三
階
の
上
部
は
運
動
場
と
し
高
津
生
玉
天
王
寺
よ
り
市
中
壱
円
を
一
眸ぼ
う
ち
う中
に
を
さ

め
遠
く
は
木
津
川
天
保
山
を
眺
む
る
事
と
す 

此
の
建
坪
二
百
八
十
五
坪
に
し
て
東

西
三
間
づ
ゝ
の
空
地
へ
は
四
季
の
草
木
を
栽
込
み
便
所
は
舞
台
の
西
手
へ
廻
し
て

此
の
火
除
運
動
場
よ
り
少
し
も
見
え
ぬ
や
う
に
す
る
と
い
ふ 

又
東
西
に
高
さ
十
八

尺
の
防
火
壁
を
め
ぐ
ら
し
楽
屋
の
後
部
は
残
ら
ず
土
蔵
造
り
と
し
て
専
ら
火
災
を

避
く
る
計
画
な
り
と
ぞ 

座
主
は
是
非
と
も
九
月
ま
で
に
は
落
成
さ
す
る
と
て
非
常

に
工
事
を
取
急
ぎ
居
る
よ
し
な
り
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こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
弁
天
座
新
築
の
出
願
は
六
月
十
三
日
付
で
許
可
さ
れ
、
翌
十

四
日
に
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
が
南
警
察
署
に
赴
い
て
建
築
許
可
の
指
令
を
受
け
た
後
、

早
速
、
職
人
の
人
数
を
増
や
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
劇
場
の
設
計
は
、
間
口
十
七

間
、
奥
行
二
十
三
間
、
総
坪
数
三
七
六
坪
、
建
坪
数
二
八
五
坪
で
、
そ
の
構
造
は
、
瓦

葺
の
御
殿
造
り
の
建
物
で
あ
っ
た
。

　

建
築
の
木
材
に
は
栂
を
用
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
天
井
に
つ
い
て
は
、「
蠟

色
掾
の
枠
を
取
り
其
の
中
は
残
ら
ず
繻
珍
張
と
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ふ
ち
を
蠟
色

塗
に
し
、
そ
の
枠
の
中
に
繻
珍
（
繻
子
の
地
に
数
種
の
色
糸
で
文
様
を
織
り
出
し
た
織

物
）
を
張
る
こ
と
と
し
、
和
風
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
桟
敷
の
柱
に
は
鉄
材
を

用
い
る
な
ど
、
堅
牢
な
構
造
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
劇
場
の
床
下
に

は
「
空
気
抜
き
」
を
設
け
て
場
内
の
換
気
を
図
る
な
ど
、
衛
生
面
に
も
配
慮
し
た
設
計

に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
階
か
ら
は
大
阪
市
中
の
景

色
を
一
望
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

劇
場
の
東
西
に
空
地
を
つ
く
っ
て
火
除
運
動
場
と
し
、
高
さ
十
八
尺
の
防
火
壁
を
設
け
、

楽
屋
の
後
部
は
土
蔵
造
り
に
す
る
な
ど
、
十
分
な
防
火
対
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
衛
生
や
防
火
対
策
に
配
慮
す
る
構
造
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
座
主
の
意

向
だ
け
で
な
く
、
劇
場
取
締
規
則
な
ど
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
弁
天
座
は
、
明
治
二
十
七
年
九
月
十
九
日
に
ほ
ぼ
完
成
し（
（2
（

、
十
月
六
日
に

落
成
届
が
南
区
役
所
に
提
出
さ
れ
た（
（2
（

。
開
場
式
は
、
十
月
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、「
劇
場

の
構
造
は
従
前
の
も
の
よ
り
一
層
精
密
華
麗
を
極
め
観
者
の
目
を
驚
か
し
ぬ
」
と
『
大

阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
十
月
十
三
日
付
）
の
記
事
が
報
じ
て
い
る
。

（
四
）
浪
花
座
の
修
繕
・
設
計
・
建
設

　

江
戸
時
代
、
道
頓
堀
の
劇
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
筑
後
の
芝
居
は
、
明
治
九
年
（
一
八

七
六
）
二
月
に
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
同
年
九
月
に
松
島
大
芝
居
の
建
物
を
移
築
し

て
戎
座
と
改
称
し
て
開
場
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
月
に
は
浪

花
座
と
改
称
さ
れ
た
が
、
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
七
日
に
劇
場
の
破
損
が
確
認

さ
れ（
（2
（

、
同
月
十
四
日
に
、
劇
場
の
腐
朽
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
興
行
の
差
止

め
が
警
察
部
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た（
（2
（

。
こ
の
と
き
は
す
ぐ
に
も
改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
傷
ん
で
い
た
が
、
翌
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
一
日
に
は
、
改
築
は
十
年
間

の
延
期
が
認
め
ら
れ
、
同
月
四
日
か
ら
修
繕
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
（2
（

。

　

こ
の
修
繕
工
事
を
て
が
け
た
儀
右
衛
門
は
、
履
歴
書
②
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

二
十
八
年
三
月
道
頓
堀
浪
花
座
主
秋
山
儀
四
郎
ノ
嘱
吨
ニ
困マ
マ

リ
劇
場
浪
花
座
ノ
大

修
繕
三
百
五
十
余
坪
ヲ
設
計
及
ビ
工
事
ヲ
成
工
ス

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
劇
場
の
修
繕
の
許
可
が
出
さ
れ
た
同
年
三
月
に
、
浪
花
座
の
座
主

で
あ
る
秋
山
儀
四
郎
か
ら
仕
事
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
に
、
劇
場
の
修
繕
が
終
わ
っ
て
表
の
板
囲
い
を
取
り

除
い
た
こ
と
を
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
四
月
二
十
七
日
付
）
が
記
し
て
お
り
、「
頗す
こ
ぶる

立

派
に
て
新
築
の
如
く
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。
翌
二
十
六
日
に
は
修
繕
の
検
査
も
済
ま

せ
た
と
い
う（
（2
（

。

　

こ
う
し
て
興
行
を
再
開
し
た
浪
花
座
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

四
月
二
十
九
日
早
朝
に
、
劇
場
内
か
ら
の
出
火
で
焼
失
す
る（
（3
（

。
そ
れ
以
降
は
焼
け
跡
に
、

仮
小
屋
の
よ
う
な
も
の
を
建
て
て
興
行
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
劇
場
の
再
建
工
事
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
六
日
か
ら
始

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
た
活
動
写
真
は
同
月
五
日
限
り
で

閉
場
し
た
よ
う
で
あ
る（
（3
（

。

　

新
た
な
劇
場
の
建
設
工
事
は
、
再
び
儀
右
衛
門
に
依
頼
が
あ
っ
た
。
履
歴
書
②
に
は
、

四
十
三
年
現
存
道
頓
堀
大
劇
場
浪
花
座
新
築
ニ
付
座
主
髙
木
徳
兵
衛
氏
ヨ
リ
嘱
吨

ニ
因
リ
設
計
及
工
事
ヲ
請
負
成
工
ス
建
坪
三
百
五
十
坪

と
あ
り
、
浪
花
座
の
座
主
で
あ
る
高
木
徳
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
、
劇
場
の
設
計
・
工
事
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を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
履
歴
書
③
に
は
「
建
坪
参
百
六
拾
余

坪
」
と
あ
る
。

　

新
築
予
定
の
劇
場
の
構
造
や
規
模
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三

年
八
月
十
日
付
）
の
記
事
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

同
所
総
坪
数
四
百
八
十
四
坪
の
内
劇
場
建
坪
三
百
八
十
七
坪
、
舞
台
百
十
坪
、
観

覧
席
（
桟
敷
、
出
孫
、
新
出
、
平
場
）
百
七
十
坪
、
俳
優
部
屋
三
十
六
坪
、
表
方

七
十
一
坪
に
し
て
観
覧
席
は
柱
無
し
、
全
部
日
本
式
な
が
ら
局
部
々
々
に
新
案
を

加
へ
、
工
費
約
十
五
万
円
の
由

　

劇
場
は
「
日
本
式
」
と
し
な
が
ら
も
、
局
部
の
構
造
に
は
工
夫
が
加
え
ら
れ
る
計
画

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
三
年
九
月
十
八
日
に
上
棟
式
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り（
（3
（

、
十
月
下
旬
に
は
昼
夜
も
休
ま
ず
に
建
設
工
事
が
続
け
ら
れ
た（

（3
（

。

　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
六
日
付
）
に
よ
る
と
、
新
し
い
劇
場

の
舞
台
開
き
は
、
十
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
。
招
待
客
や
芸
妓
た
ち
な
ど
約
千
五

百
名
で
客
席
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
新
聞
記
事
は
、
劇
場
の
内
部
に

つ
い
て
「
総
白
木
造
り
に
紅
あ
か
ら
し
ゃ絨

張
り
の
欄
を
繞め

ぐ

ら
せ
る
場
内
の
美
し
さ
と
相
映
じ
昼
を

欺
く
電
燈
輝
く
所
物
々
皆
な
照
り
映
ゆ
る
ば
か
り
に
し
て
檜
の
香か

衣い

袂べ
い

に
浸
む
心
地
す
」

と
も
記
し
て
お
り
、
場
内
に
多
く
の
電
燈
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
し
い
工
夫
が
み
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
五
）
大
阪
歌
舞
伎
の
設
計
・
建
設

　

梅
田
停
車
場
の
南
側
に
あ
っ
た
大
阪
歌
舞
伎
は
、
大
阪
演
劇
株
式
会
社
が
経
営
す
る

劇
場
と
し
て
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
に
開
場
し
た（
（3
（

。

　

こ
の
会
社
は
、
福
地
源
一
郎
（
桜
痴
）（
一
八
四
一
～
一
九
〇
六
）
や
古
屋
宗
作
（
大

阪
府
会
議
員
）
ら
が
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
特
に
、
福
地
は
、
演
劇
改
良

を
進
め
、
東
京
の
歌
舞
伎
座
（
明
治
二
十
二
年
開
場
）
を
創
設
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　

同
会
社
は
、
大
阪
に
新
劇
場
の
建
設
を
計
画
し
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九

年
二
月
七
日
付
）
の
記
事
が
、
そ
の
詳
細
を
伝
え
て
い
る
。

昨
日
の
新
聞
に
記
せ
し
如
く
今
度
桜
痴
居
士
が
其
相
談
に
与
か
る
為
め
大
阪
行
の

必
要
を
生
じ
た
る
同
地
に
新
築
の
大
劇
場
と
い
ふ
ハ 

予
て
二
三
年
以
前
よ
り
其
噂

さ
あ
り
し
も
の
な
る
が 

此
の
劇
場
ハ
株
式
組
織
に
し
て
社
名
を
「
大
阪
演
劇
株
式

会
社
」
と
号
し
既
に
此
程
創
立
認
可
を
得
た
り 

今
其
の
地
位
設
計
興
行
の
目
的
等

を
聞
く
に
敷
地
ハ
西
成
郡
曽
根
崎
村
二
百
九
十
三
番
屋
敷
に
し
て
梅
田
停
車
場
と

小
桜
橋
と
の
中
間
の
大
通
り
東
側
な
り 

間
口
三
十
二
間
余
奥
行
四
十
四
間
坪
数

一
千
三
百
三
十
余
の
う
ち
へ
四
百
八
十
七
坪
の
劇
場
を
建
築
し 

其
の
左
右
大
道
に

臨
み
て
二
階
若
く
ハ
三
階
建
な
る
百
坪
内
外
の
本
家
茶
屋
を
設
け 

此
他
に
料
理

場
、
湯
殿
、
土
蔵
、
納
屋
、
発
電
室
を
建
築
す
れ
バ
建
物
総
坪
大
凡
八
百
四
十
坪

と
な
る
べ
し 

剰
る
処
の
四
五
百
坪
を
劇
場
の
左
右
に
取
り
て
園
囿
と
な
し
看
客
運

動
の
地
と
な
す
べ
し
、
劇
場
の
構
造
ハ
木
造
西
洋
風
の
三
階
と
し
て
前
面
に
五
層

の
高
楼
を
築
き
地
平
線
を
抜
く
こ
と
幾
ど
七
十
尺
の
高
さ
に
至
ら
し
め
屋
上
ハ
石

板
若
く
ハ
銅
板
葺
と
し
内
部
観
■
の
構
造
ハ
総
て
大
阪
府
の
劇
場
取
締
規
則
に
拠

る
も
後
面
の
二
階
よ
り
五
階
に
至
る
各
階
に
ハ
運
動
場
、
休
憩
室
、
応
接
所
、
飲

食
室
、
遊
覧
場
等
を
設
置
す
べ
く 

劇
場
と
茶
屋
と
の
通
路
ハ
下
階
と
二
階
と
に
設

け
て
在
来
の
東
京
大
阪
の
劇
場
の
如
く
劇
場
と
茶
屋
と
懸
隔
し
て
雨
天
の
困
難
と

退
場
の
混
雑
と
を
避
け
し
め 

興
行
時
間
ハ
場
の
四
方
を
閉
し
て
全
く
暗
黒
と
な
し

こ
れ
に
無
数
の
電
灯
を
点
じ
て
演
劇
す
る
事
と
な
す
べ
し
、
俳
優
ハ
市
川
團
十
郎

と
特
約
し
て
常
に
出
演
す
る
こ
と
な
す
も
團
十
郎
の
み
に
て
一
年
を
打
通
す
訳
に

ハ
行
か
ざ
る
よ
り
時
に
東
京
大
阪
の
名
優
を
合
併
せ
し
め
興
行
度
数
ハ
一
箇
年
五

回
乃
至
七
回
と
し
特
別
演
劇
、
大
演
劇
、
中
演
劇
、
小
演
劇
の
四
級
と
す 

其
の
興

行
時
間
ハ
午
後
一
時
開
場
遅
く
も
十
時
三
十
分
閉
場
と
し
て
西
京
神
戸
よ
り
の
看

客
を
し
て
直
ち
に
汽
車
に
依
り
家
に
還
る
の
便
を
得
せ
し
む
る
と
い
ふ 

発
企
人
の

考
へ
に
て
ハ
工
事
の
都
合
に
て
或
ハ
十
一
月
開
場
に
至
る
や
も
知
れ
ざ
れ
ど
も
多

く
ハ
八
月
中
に
開
場
式
を
挙
げ
ん
見
込
の
よ
し
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
梅
田
停
車
場
か
ら
小
桜
橋
（
現
桜
橋
付
近
）
に
通
じ
る
大
通
り
を

少
し
南
に
下
っ
た
東
側
に
、
劇
場
を
建
て
、
そ
の
左
右
に
は
二
階
ま
た
は
三
階
建
の
本

家
茶
屋
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
本
家
茶
屋
は
、
劇
場
に
付
属
し
、
会
社

が
直
営
す
る
茶
屋
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
劇
場
の
外
に
は
、
観
客

の
た
め
に
運
動
の
場
も
つ
く
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

劇
場
は
、
木
造
西
洋
風
の
三
階
建
と
し
、
前
面
に
五
層
の
高
楼
を
築
き
、
屋
根
は
石

板
ま
た
は
銅
板
葺
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
内
部
の
構
造
は
、
大
阪
府
の
劇
場
取

締
規
則
に
し
た
が
っ
て
つ
く
ら
れ
、
各
階
に
運
動
場
・
休
憩
室
・
応
接
所
・
飲
食
室
・

遊
覧
場
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
劇
場
内
の
運
動
場
は
、
観
客
が
休
憩
す
る

場
所
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
運
動
場
は
す
で
に
東
京
の
歌
舞
伎
座
に
も
み
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
劇
場
と
茶
屋
と
の
間
に
通
路
を
設
け
て
、
雨
天
時
や
退
場
の
際
の
混
雑
を
避

け
る
工
夫
も
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
興
行
中
は
、
四
方
の
扉
を
閉
ざ
し
て
暗

闇
に
し
、
無
数
の
電
灯
を
点
け
て
上
演
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
劇
場
の
設
計
・
建
設
の
仕
事
を
請
け
負
っ
た
の
も
儀
右
衛
門
で
あ
り
、
履
歴
書

①
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

廿
九
年
十
一
月
大
阪
演
劇
株
式
会
社
新
劇
場
ヲ
梅
田
停
車
場
前
ニ
建
設
ニ
付
其
設

計
ヲ
杔マ
マ

セ
ラ
レ
次
テ
楽
家
舞
台
及
本
家
店
（
来
客
食
堂
炊
事
場
ヲ
除
ク
）
此
坪
数

四
百
七
十
余
坪
ノ
建
築
工
事
ヲ
請
負
ヒ
竣
工
ス
福
地
源
一
郎
氏
ヨ
リ
賞
状
ニ
「
縄

奇
墨
正
」
ノ
四
字
ヲ
贈
ラ
レ
会
社
主
任
ヨ
リ
賞
状
及
金
五
百
円
ヲ
贈
与
セ
ラ
ル

　

大
阪
演
劇
株
式
会
社
が
、
梅
田
停
車
場
前
に
建
設
す
る
劇
場
の
設
計
を
儀
右
衛
門
に

依
頼
し
た
の
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
の
こ
と
で
あ
り
、
劇
場
建
設

の
計
画
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
九
か
月
後
に
、
儀
右
衛
門
が
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
に
は
劇
場
の
建
設
地
で
地
鎮
祭
が
あ
り（
（3
（

、
三
十
年
（
一

八
九
七
）
七
月
四
日
に
は
上
棟
式
が
行
な
わ
れ
た（
（3
（

。

　

そ
の
後
、
完
成
間
近
の
劇
場
に
つ
い
て
『
時
事
新
報
』（
明
治
三
十
年
十
一
月
六
日

付
）
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

梅
田
停
車
場
前
に
新
築
し
た
る
大
劇
場
は
本
年
一
月
中
旬
よ
り
起
工
し
来
月
中
旬

に
は
全
部
落
成
し
明
年
一
月
中
旬
に
は
東
京
の
名
優
を
招
き
て
初
開
場
を
為
す
由

な
る
が
同
劇
場
は
間
口
十
六
間
、
奥
行
二
十
三
間
、
建
坪
四
百
八
十
坪
の
三
階
建

本
館
と
間
口
十
間
、
奥
行
十
四
間
の
楽
屋
及
び
建
坪
三
百
余
坪
の
附
属
館
よ
り
成

り
総
坪
数
は
千
六
百
坪
に
及
ぶ
を
以
て
両
側
に
は
充
分
の
空
地
を
控
へ
庭
園
を
設

く
る
な
ど
用
意
充
分
な
り
又
芝
居
茶
屋
を
設
け
ず
会
社
附
属
の
事
務
所
を
置
き
観

客
は
望
み
に
依
り
附
属
館
に
於
て
会
社
の
仕
出
し
に
係
る
食
事
を
為
し
得
る
こ
と
ゝ

し
附
属
館
は
看
客
の
休
憩
談
話
室
に
充
つ
る
な
ど
在
来
の
劇
場
と
は
余
程
趣
向
を

異
に
す
る
よ
し

　

劇
場
の
落
成
時
期
は
明
治
三
十
年
十
二
月
中
旬
で
、
完
成
予
定
の
劇
場
は
、
三
階
建

の
本
館
（
間
口
十
六
間
、
奥
行
二
十
三
間
、
建
坪
四
百
八
十
坪
）、
楽
屋
（
間
口
十
間
、

奥
行
十
四
間
）、
附
属
館
（
建
坪
三
百
余
坪
）
か
ら
成
り
、
劇
場
の
両
側
に
は
庭
園
を
設

け
て
い
た
。
三
階
建
の
本
館
や
周
囲
に
空
地
を
設
置
し
た
点
な
ど
は
、
当
初
の
計
画
通

り
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
大
阪
演
劇
株
式
会
社
の
経
営
方
法
が
、
従
来
の
劇
場
の
も

の
と
は
異
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
芝
居
茶
屋
を
設
け
ず
、
会
社
附
属
の
事

務
所
を
置
き
、
観
客
の
希
望
に
応
じ
て
、
附
属
館
で
同
社
の
仕
出
し
を
提
供
す
る
と
い

う
新
し
い
仕
組
み
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
阪

の
劇
場
で
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

新
し
い
劇
場
の
開
場
式
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
十
一
日
に
行
な
わ

れ
た（
（3
（

。

　

劇
場
が
落
成
し
た
前
年
十
二
月
に
、
儀
右
衛
門
は
賞
状
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
履
歴
書

②
か
ら
、
そ
の
賞
状
の
写
し
を
つ
ぎ
に
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
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大
阪
歌
舞
伎
ハ
我
大
阪
演
劇
株
式
会
社
カ
新
ニ
建
築
ス
ル
所
ヨ
リ
我
会
社
ハ
貴
下

ノ
熟
練
ト
実
直
ト
ヲ
信
シ
貴
下
ニ
任
ス
ル
ニ
此
建
築
ノ
大
匠
長
ヲ
以
テ
セ
リ
貴
下

ハ
此
信
任
ニ
体
シ
凡
立
礎
ノ
初
ヨ
リ
落
成
ノ
全
ニ
至
ル
迄
黽
勉
シ
テ
工
務
ヲ
担
当

シ
今
ヤ
輪
奥
ノ
美
ヲ
完
備
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
我
会
社
ハ
貴
下
ノ
巧
労
ヲ
嘉
シ
乃
チ
別

紙
目
録
ノ
金
円
ヲ
貴
下
ニ
贈
リ
以
テ
満
足
ノ
意
ヲ
表
ス
併
テ
貴
下
工
匠
ノ
名
誉
ハ

大
阪
歌
舞
伎
ノ
劇
場
ト
俱
ニ
不
朽
ナ
ル
ヲ
望
ム

　
　
　
　

大
阪
演
劇
株
式
会
社

　
　
　
　
　

 

取
締
役
建
築
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
原
正
治　

㊞

　
　

明
治
三
十
年　

十
二
月
廿
八
日　

印

　
　

中
村
儀
右
エ
門
君

　
　
　
　
　
　
　
　

貴
下

　

こ
の
賞
状
は
、
明
治
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
大
阪
演
劇
株
式
会
社
の
取
締
役

建
築
主
任
の
榎
原
正
治
が
儀
右
衛
門
に
対
し
、
そ
の
功
労
を
称
え
る
た
め
に
贈
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
賞
状
の
本
文
に
は
、「
我
会
社
ハ
貴
下
ノ
熟
練
ト
実
直
ト
ヲ
信
シ
貴
下
ニ
任
ス

ル
ニ
此
建
築
ノ
大
匠
長
ヲ
以
テ
セ
リ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
儀
右
衛
門
に
新
劇
場
の
建

設
の
依
頼
が
あ
っ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
数
か
ず
の
劇
場
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た

技
量
を
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
劇
場
も
開
場
後
一
年
足
ら
ず
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月

十
二
日
に
火
災
で
焼
失
し
た（
（3
（

。 

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
阪

営
業
案
内
』
に
、「
大
阪
歌
舞
伎
座
劇
場
建
築
所
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
地
に

再
び
劇
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
六
）
松
島
八
千
代
座
の
設
計
・
建
設

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
一
月
、
大
阪
の
西
区
に
あ
っ
た
松
島
文
楽
座
は
、

松
島
八
千
代
座
と
改
称
し
、
の
ち
の
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
末
に
改
築
し
た（

（3
（

。

し
か
し
、
そ
の
後
、
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
二
日
に
焼
失
し
た
た
め（
（4
（

、
そ
の
再

建
を
請
け
負
っ
た
の
が
、
儀
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
履
歴
書
③
に
は
、

卅
四
年
三
月
現
存
ノ
松
島
八
千
代
座
主
吉
田
卯
之
助
氏
ノ
嘱
吨
ニ
因
リ
八
千
代
座

新
築
ニ
付
キ
其
設
計
工
事
ヲ
請
負
成
工
ス
参
百
余
坪
吉
田
氏
ヨ
リ
賞
状
及
ビ
金
員

ヲ
贈
与
セ
ラ
ル

と
あ
り
、
劇
場
が
焼
失
し
た
直
後
に
、
座
主
の
吉
田
卯
之
助
か
ら
再
建
の
依
頼
を
受
け

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
同
年
五
月
一
日
に
は
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、

柱
立
式
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た（
（4
（

。
し
か
し
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
四
年
五
月

二
十
一
日
付
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
実
際
に
再
建
築
の
許
可
が
下
っ
た
の
は
五
月
十
九

日
の
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
地
所
に
加
え
て
三
十
坪
程
度
の
土
地
を
買
入
れ
、
劇
場
の

構
造
に
つ
い
て
も
洋
風
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

上
棟
式
は
八
月
十
四
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
座
主
お
よ
び
関
係
者
一
同
、

大
工
手
伝
い
に
い
た
る
ま
で
二
百
名
以
上
が
天
満
天
神
社
へ
参
詣
す
る
こ
と
や
、
落
成

の
見
込
み
が
十
月
中
旬
に
な
る
こ
と
を
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
四
年
八
月
十

四
日
付
）
が
報
じ
て
い
る
。

　

開
場
式
は
明
治
三
十
四
年
十
一
月
一
日
に
行
な
わ
れ
、
当
日
の
招
待
客
は
、
府
高
等

官
、
各
新
聞
記
者
、
市
参
事
会
員
、
市
会
議
員
、
区
会
議
員
、
堂
島
株
式
役
員
、
ざ
こ

場
連
、
市
場
連
、
各
遊
廓
取
締
連
な
ど
千
五
百
名
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う（
（4
（

。

　

工
事
の
落
成
に
際
し
て
は
、
座
主
の
吉
田
卯
之
助
か
ら
儀
右
衛
門
に
対
し
て
功
労
を

称
え
る
賞
状
が
贈
ら
れ
、
履
歴
書
④
に
そ
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写

当
劇
場
建
築
ニ
該
リ
君
ハ
工
事
監
督
ノ
任
務
ヲ
全
フ
シ
設
計
指
揮
部
下
精
励
宜
シ

キ
ヲ
得
テ
劇
場
模
範
タ
ル
ノ
成
工
ニ
至
リ
シ
ハ
君
ガ
巧
績
預
テ
カ
ア
リ
依
テ
其
為

慰
労
別
紙
目
録
ノ
金
員
ヲ
贈
呈
シ
以
テ
当
場
ト
共
ニ
永
ク
君
ガ
巧
績
ヲ
表
章
ス

　

明
治
三
十
四
年
拾
一
月
八
千
代
座
々
主
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�

吉
田
卯
之
助 

㊞

　

中
村
儀
右
エ
門
君

（
七
）
堀
江
演
舞
場
の
設
計
・
監
督

　

履
歴
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
仕
事
と
し
て
、
最
後
に
あ
げ
ら
れ
る
劇
場
が
堀

江
演
舞
場
で
あ
る
。

　

明
治
末
期
、
大
阪
に
は
南
地
五
花
街
、
新
町
、
北
の
新
地
、
堀
江
な
ど
の
遊
廓
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
堀
江
遊
廓
で
は
演
舞
場
を
建
て
る
計
画
が
起
こ
り
、
そ
の
設
計
・

監
督
を
任
さ
れ
た
の
が
、
儀
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
履
歴
書
②
の
欄
外
に
は
、「
大
正
弐
年

参
月
ヨ
リ
堀
江
遊
廓
演
舞
場
新
築
ニ
付
設
計
及
監
督
ス
目
下
工
事
中
工
費
九
万
円
余
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
に
仕
事
を
引
き
受
け
た
。

　

な
お
、
儀
右
衛
門
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
記
し
た
「
当
用
日
記
」
か
ら
、
こ

の
仕
事
が
、
儀
右
衛
門
と
弟
の
奈
良
市
、
儀
右
衛
門
の
長
男
の
宗
三
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（
（4
（

。

　

そ
の
後
、
落
成
し
た
建
物
の
詳
細
を
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
大
正
三
年
三
月
十
三
日

付
）
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昨
年
四
月
一
日
よ
り
工
事
に
着
手
せ
し
堀
江
遊
廓
技
芸
練
習
場
は
十
二
日
竣
成
し

た
り
、
同
場
は
総
坪
数
四
百
七
十
坪
、
純
日
本
式
に
て
外
廓
の
高
塀
は
廻
廊
式
、

貴
賓
及
び
特
等
待
合
室
は
平
安
朝
に
室
町
時
代
を
加
味
し
た
る
八
角
形
の
殿
堂
に

て
舞
楽
殿
と
絵
馬
殿
と
を
折
衷
せ
し
も
の
に
て
天
井
及
び
壁
画
を
大
更
、
九
浦
、

楯
彦
各
画
伯
の
彩
筆
に
て
飾
り
、
尚
浪
華
芸
苑
八
家
の
額
面
を
掲
げ
、
楯
彦
、
鳳

山
、
恒
富
、
菊
所
、
無
牛
、
松
谿
、
九
浦
、
大
更
の
八
氏
丹
青
を
凝
ら
せ
り
ま
た

貴
賓
観
覧
席
は
正
面
高
楼
に
設
け
、
天
井
画
は
楯
彦
氏
壁
画
は
鳳
山
氏
な
り
、
観

客
席
を
雛
段
と
し
各
等
共
其
入
場
出
場
の
口
を
区
分
し
、
下
足
場
の
如
き
も
地
下

室
を
利
用
し
て
混
雑
な
か
ら
し
め
た
り
舞
台
は
近
代
劇
場
建
築
の
新
傾
向
に
準
じ

電
燈
装
置
、
立
道
具
、
脚
フ
ー
ト
ラ
イ
ト燈
等
を
工
夫
を
凝
ら
し
た
る
も
の
な
り
と

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
儀
右
衛
門
が
仕
事
を
引
き
受
け
た
翌
四
月
か
ら
着
工
さ
れ
、
大
正

三
年
三
月
十
二
日
に
工
事
が
完
成
し
た
。
純
日
本
式
の
建
物
で
、
貴
賓
お
よ
び
特
等
待

合
室
の
つ
く
り
は
、「
平
安
朝
に
室
町
時
代
を
加
味
し
た
る
八
角
形
の
殿
堂
」
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
建
物
の
天
井
や
壁
画
、
額
面
を
、
菅
楯
彦
、
上
島
鳳
山
、
北
野
恒
富
、

金
田
菊
所
、
江
中
無
牛
、
若
林
松
谿
、
野
田
九
浦
、
岡
本
大
更
ら
、
当
時
の
大
阪
で
活

躍
し
た
画
家
た
ち
が
描
い
た
と
い
う
。
劇
場
の
構
造
は
、
客
席
の
等
級
に
よ
っ
て
入
場
・

出
場
の
出
入
口
が
異
な
っ
て
お
り
、
下
足
場
も
地
下
室
に
設
け
る
な
ど
、
観
客
の
混
雑

を
避
け
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
電
燈
装
置
や
脚
燈
な
ど
、
場
内
に
は
多

く
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
十
四
日
に
落
成
式
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
大
正
三

年
三
月
十
五
日
付
）
が
伝
え
て
お
り
、
お
よ
そ
五
百
名
の
来
賓
客
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
演
舞
場
は
二
年
後
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
に
焼
失
し
た
。

六
年
五
月
一
日
に
は
再
建
の
工
事
が
始
ま
り
、
竣
工
し
た
の
は
翌
七
年
三
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
同
月
に
は
、「
第
四
回
木
の
花
踊
」
が
堀
江
遊
廓
の
芸
妓
連
に
よ
っ
て
披
露
さ

れ
、
そ
の
際
に
発
行
さ
れ
た
冊
子
（
堀
江
演
舞
場
、
大
正
七
年
三
月
十
日
発
行
）
を
み

る
と
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
の
が
儀
右
衛
門
の
弟
の
奈
良
市
で
あ
り
、
大
道
具
を
儀
右

衛
門
と
長
谷
川
小
芳
が
担
当
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
儀
右
衛
門
が
大
阪
や
京
都
の
劇
場
建
設
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
、
履
歴
書
か
ら
わ
か
っ
て
お
り
、
つ
ぎ
に
そ
れ
ら
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

大
阪
の
天
満
天
神
社
の
裏
門
前
に
あ
っ
た
天
満
座
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

五
月
に
、
儀
右
衛
門
が
そ
の
設
計
・
工
事
を
請
け
負
っ
た
。
同
年
十
二
月
初
旬
に
は
工

事
が
落
成
し（
（4
（

、
同
月
二
十
八
日
に
舞
台
開
き
が
行
な
わ
れ
た
際
に
は
、
千
名
余
り
の
招

待
客
で
賑
わ
っ
た
と
い
う（
（4
（

。

　

こ
の
天
満
座
の
設
計
・
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
間
に
、
儀
右
衛
門
は
、
明
治
二
十

九
年
十
一
月
か
ら
梅
田
の
大
阪
歌
舞
伎
の
設
計
・
建
設
の
仕
事
に
も
た
ず
さ
わ
っ
た
。



28

　

大
阪
歌
舞
伎
が
新
築
開
場
し
た
後
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
に
は
、
道

頓
堀
・
角
座
の
修
繕
の
設
計
・
工
事
を
、
座
主
の
秋
山
儀
四
郎
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。

　

の
ち
の
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
、
儀
右
衛
門
は
、
常
盤
座
の
設
計
・
監

督
を
て
が
け
た
。
履
歴
書
に
劇
場
の
所
在
地
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不

明
だ
が
、
お
そ
ら
く
同
年
十
二
月
二
十
九
日
に
落
成
式
を
挙
げ
た
千
日
前
の
常
盤
座
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（
（4
（

。
こ
の
劇
場
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
に

焼
失
し
た
た
め
、
儀
右
衛
門
が
再
建
の
た
め
設
計
・
建
設
の
仕
事
を
再
び
請
け
負
っ
た

こ
と
が
、
履
歴
書
か
ら
わ
か
る
。
な
お
、
そ
の
落
成
式
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

十
月
に
行
な
わ
れ
た
。

　

儀
右
衛
門
は
、
明
治
四
十
一
年
八
月
に
、
玉
造
座
の
設
計
の
仕
事
も
請
け
負
っ
た
。

玉
造
座
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
に
玉
造
停
車
場
前
に
新
築
開
場
し
、

劇
場
の
建
坪
数
は
百
五
十
坪
で
、
千
名
程
の
見
物
客
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
あ
る（
（4
（

。
三
月
五
日
か
ら
三
日
間
行
な
わ
れ
た
開
業
式
に
は
、
式
三
番
叟
や
歌
舞
伎
が

上
演
さ
れ
た（
（4
（

。

　

大
阪
の
老
松
町
に
あ
っ
た
老
松
座
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
三
十
一

日
に
天
満
で
発
生
し
た
大
火
で
焼
失
し
た
が（
（4
（

、
新
た
に
劇
場
を
再
建
す
る
た
め
に
、
そ

の
設
計
・
建
設
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
儀
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
劇
場
の

上
棟
式
は
、
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
八
日
に
行
な
わ
れ（
（5
（

、
そ
の
後
、
同
年
十
月
二
十

日
に
開
業
式
が
催
さ
れ
た（
（5
（

。

　

さ
ら
に
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
に
は
、
大
矢
藤
松
の
依
頼
に
よ
り
、
千
日
前
の
電

気
館
の
設
計
・
建
設
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
。
こ
の
建
物
は
、
第
一
電
気
館
と
呼
ば
れ
、

翌
四
十
四
年
三
月
十
九
日
に
新
築
落
成
の
開
場
式
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
、『
大
阪
毎
日

新
聞
』（
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
日
付
）
の
記
事
が
伝
え
て
お
り
、
同
劇
場
は
和
洋
折

衷
の
構
造
で
、
規
模
は
間
口
十
五
間
、
奥
行
十
一
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
に
は
、
高
木
徳
兵
衛
か
ら
、
京
都
・
新
京
極

の
京
都
座
の
設
計
と
監
督
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
。
た
だ
し
、『
大
阪
朝
日
新
聞 

京
都

附
録
』（
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
五
日
付
）
の
記
事
を
み
る
と
、「
純
歌
舞
伎
風
の
建

物
で
赤あ
か

銅が
ね

張ば
り

の
廂ひ

さ
しな

ど
凝
つ
た
も
の
、
い
よ
〳
〵
二
十
九
日
開
場
式
引
続
き
初
興
行
と

決
定
し
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
劇
場
の
工
事
は
四
十
四
年
四
月
末

に
完
成
し
て
お
り
、
履
歴
書
に
記
さ
れ
た
時
期
と
実
際
に
劇
場
が
開
場
し
た
時
期
が
異

な
っ
て
い
る
。

　

儀
右
衛
門
の
履
歴
書
に
記
さ
れ
た
年
月
と
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇
』
や
当
時

の
新
聞
記
事
な
ど
を
も
と
に
し
、
各
劇
場
の
工
事
を
請
け
負
っ
た
時
期
か
ら
落
成
開
場

の
時
期
ま
で
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
3
】
で
あ
る
。

　
【
表
3
】
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
六
年
一
月
か
ら
横
井
座
新
設
の
工
事
に
取
り
か
か

り
、
そ
の
間
、
二
十
七
年
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
弁
天
座
の
建
設
工
事
や
、
二
十
八
年

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
浪
花
座
の
修
繕
を
て
が
け
る
な
ど
、
儀
右
衛
門
が
い
く
つ

も
の
工
事
を
並
行
し
て
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

儀
右
衛
門
が
て
が
け
た
劇
場
は
、
横
井
座
や
弁
天
座
が
和
風
建
築
、
大
阪
歌
舞
伎
や

松
島
八
千
代
座
が
洋
風
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
の
構
造
も
工
夫
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
儀
右
衛
門
の
仕
事
ぶ
り
が
、
劇
場
の
座

主
や
経
営
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
履
歴
書
に
写
さ
れ
た
功
績
を
称
え

る
賞
状
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
四
期
の
劇
場
建
設
期
は
、
儀
右
衛
門
の
大
工
と
し
て
の
経
歴
の
な

か
で
も
最
も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、【
表
3
】
を
み
る
と
、
明
治
三
十
四
年
三
月
に
請
け
負
っ
た
松
島
八
千
代
座
の

設
計
・
建
設
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
明
治
三
十
年
代
後
半
は
、
履
歴
書
に
記
さ
れ

た
劇
場
建
設
の
仕
事
は
み
ら
れ
な
い
。
履
歴
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
空
白
期
間
を
埋
め

る
の
が
、
儀
右
衛
門
が
記
し
た
「
当
用
日
記
」（
明
治
三
十
七
年
・
三
十
九
年
・
四
十

年
・
四
十
一
年
・
大
正
三
年
）
で
あ
る
。
今
後
は
、
日
記
も
用
い
て
、
儀
右
衛
門
の
経

歴
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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明治期以降における大阪の劇場建設と大工・中村儀右衛門

明
治
2
3
年
9
月
請
負
―
2
4
年
6
月
落
成
開
場

明
治
2
6
年
1
月
請
負
―
同
年
7
月
着
工
―
2
8
年
1
2
月
完
成
―
2
9
年
3
月
開
場

明
治
4
1
年
8
月
請
負

明
治
4
5
年
6
月
請
負

―
同
年
1
2
月
落
成
開
場

―
同
年
1
0
月
落
成
開
場

明
治
4
3
年
1
1
月
請
負
―
4
4
年
3
月
落
成
開
場

明
治
2
7
年
5
月
請
負
―
同
年
1
0
月
落
成
開
場

明
治
2
8
年
3
月
請
負
―
同
4
月
修
繕
完
了

明
治
4
3
年
8
月
着
工
―
同
年
1
1
月
落
成
開
場

明
治
3
1
年
5
月
請
負
（
修
繕
）

明
治
2
9
年
5
月
請
負
―
同
年
1
2
月
落
成
開
場

明
治
4
3
年
7
月
上
棟
式
―
同
年
1
0
月
落
成
開
場

明
治
2
9
年
1
1
月
請
負
―
3
0
年
1
2
月
完
成
―
3
1
年
2
月
開
場

明
治
3
4
年
3
月
請
負
―
同
年
1
1
月
落
成
開
場

明
治
4
1
年
8
月
請
負
―
4
3
年
3
月
落
成
開
場

大
正
2
年
3
月
請
負

―
3
年
3
月
落
成
開
場

開
場
式
は
明
治
4
4
年
4
月
末
に
行
な
わ
れ
た

が
、
履
歴
書
に
は
4
4
年
1
1
月
か
ら
4
5
年
6
月

に
か
け
て
設
計
・
監
督
を
請
け
負
っ
た
と
す
る
。

明
治
4
2
年
8
月
（
設
計
・
監
督
）

※
中
村
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
、
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
　
大
阪
篇
』
、
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。

※
儀
右
衛
門
が
仕
事
を
請
け
負
っ
た
年
月
か
ら
落
成
開
場
の
時
期
ま
で
を
示
し
た
。
な
お
、
請
け
負
っ
た
年
月
が
不
明
の
場
合
は
、
着
工
や
上
棟
式
の
時
期
を
記
し
た
。

新
京
極

京
都
座

相
生
座

大
阪

京
都そ

の
他

天
満
座

老
松
座

天
満

梅
田

大
阪
歌
舞
伎

松
島

松
島
八
千
代
座

堀
江

堀
江
演
舞
場

玉
造

明
治
2
5
年

明
治
2
4
年

（
1
8
9
1
）

明
治
3
3
年

明
治
2
3
年

明
治
2
7
年

明
治
2
8
年

明
治
2
9
年

明
治
3
0
年

明
治
3
1
年

明
治
3
2
年

明
治
4
1
年

（
1
9
0
8
）

明
治
4
2
年

（
1
9
0
9
）

明
治
4
3
年

（
1
9
1
0
）

明
治
4
4
年

（
1
9
1
1
）

明
治
2
6
年

地
名
・
劇
場
名
／
年

弁
天
座

横
井
座

常
盤
座

電
気
館

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）

明
治
4
5
年

（
大
正
元
）

（
1
9
1
2
）

明
治
3
4
年

明
治
3
5
年

明
治
3
6
年

明
治
3
7
年

明
治
3
8
年

明
治
3
9
年

（
1
9
0
6
）

明
治
4
0
年

（
1
9
0
7
）

玉
造
座

東
京

浪
花
座

角
座

千
日
前

道
頓
堀

柳
盛
座

向
柳
原

【
表
3
】
中
村
儀
右
衛
門
が
設
計
・
建
設
・
修
繕
に
関
わ
っ
た
主
な
劇
場
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お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
に
残
る
履
歴
書
五
冊
か
ら
、
大
工
・
中
村

儀
右
衛
門
の
経
歴
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
な
か
で
も
劇
場
建
設
の
仕
事
に
注
目
し

て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
、
儀
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
劇
場
建
設
の

様
子
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
儀
右
衛
門
は
、
和
風
・
洋
風
両
方
の
劇
場
の
設
計
・
建
設
を
て
が
け
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

儀
右
衛
門
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
大
坂
に
生
ま
れ
、
父
の
も
と
で
大
工
修

業
を
し
た
後
、
各
地
で
小
学
校
や
病
院
な
ど
の
公
共
の
建
物
や
個
人
の
邸
宅
を
建
て
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
二
十
四
年
（
一
八

九
一
）
ま
で
は
東
京
を
中
心
に
活
動
し
、
こ
の
間
、
皇
居
造
営
の
工
事
を
は
じ
め
、
西

洋
建
築
を
学
ん
だ
建
築
家
の
松
ヶ
崎
萬
長
や
瀧
大
吉
の
監
督
の
も
と
で
、
建
築
の
仕
事

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
の
ち
に
和
風
だ
け
で
な
く
洋
風
の
劇
場

を
設
計
・
建
設
す
る
上
で
役
立
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

明
治
二
十
五
年
以
降
、
儀
右
衛
門
は
大
阪
に
戻
っ
て
、
千
日
前
、
道
頓
堀
、
天
満
、

梅
田
、
松
島
、
玉
造
、
堀
江
な
ど
、
各
地
の
劇
場
の
設
計
・
建
設
を
て
が
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
劇
場
の
な
か
に
は
、
和
風
は
も
ち
ろ
ん
洋
風
建
築
の
劇
場
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
十
月
に
再
建
さ
れ
た
道
頓
堀
の
弁
天
座
は
、
御
殿
造

り
の
和
風
の
劇
場
で
あ
り
な
が
ら
、
木
材
だ
け
で
な
く
、
鉄
材
も
用
い
た
堅
牢
な
構
造

と
し
、
換
気
な
ど
の
衛
生
面
に
配
慮
す
る
だ
け
で
な
く
、
十
分
な
防
火
対
策
も
講
じ
ら

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
構
造
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
座
主
の
意
向
に
加
え
、
当
時
の
劇

場
に
関
す
る
法
令
「
劇
場
取
締
規
則
」
な
ど
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
一
月
に
開
場
し
た
浪
花
座
も
和
風
建
築
で

あ
っ
た
が
、
内
部
に
は
多
く
の
電
燈
を
設
置
す
る
な
ど
、
西
洋
の
設
備
を
用
い
た
構
造

で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
大
阪
歌
舞
伎
（
明
治
三
十
一
年
開
場
）
や
松
島
八
千
代
座
（
明
治
三
十
四
年

開
場
）
は
、
当
初
か
ら
洋
風
建
築
の
劇
場
を
建
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
設
計
さ
れ
た
。

　

特
に
、
梅
田
の
大
阪
歌
舞
伎
は
、
大
阪
演
劇
株
式
会
社
が
経
営
す
る
三
階
建
の
劇
場

で
、
こ
の
劇
場
の
敷
地
に
は
、
観
客
が
食
事
や
休
憩
を
す
る
た
め
の
附
属
館
を
設
け
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
大
阪
の
劇
場
で
は
み
ら
れ
な
い
新
し
い
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い

た
。
従
来
の
観
劇
の
あ
り
方
は
、
観
客
の
食
事
の
手
配
や
幕
間
の
休
憩
場
を
、
芝
居
茶

屋
が
提
供
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
り
、
附
属
館
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
観
劇
方
法
を
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
に
開
場
し
た
千
日
前
の
電
気
館
は
、

和
洋
折
衷
の
建
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
儀
右
衛
門
は
、
和
風
・
洋
風
両
方
の
劇

場
の
設
計
・
建
設
工
事
を
こ
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
な
か
に
は
、
劇
場
の
建
築
図
面
や
建
築
仕
様
書
・

明
細
書
、
儀
右
衛
門
の
日
記
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
検
討
す

る
こ
と
で
、
履
歴
書
以
外
か
ら
も
、
劇
場
建
設
の
具
体
的
な
様
子
が
明
ら
か
に
な
る
と

考
え
る
。

註（
1
）	

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

大
阪
篇
』（
全
九
巻
十

冊
、
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
～
一
九
九
五
年
）。

（
2
）	

「
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
概
要
お
よ
び
資
料
目
録
、
中
村
儀
右

衛
門
の
主
な
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
藪
田
貫
・
藤
岡
真
衣
「
大
阪
都
市
遺
産
と
道
頓

堀 
─
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
紹
介
を
か
ね
て
─
」（『
大
阪
都
市
遺

産
研
究
』
第
三
号
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

が
あ
る
。
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（
3
）	

建
築
史
の
立
場
か
ら
劇
場
を
分
析
し
た
も
の
に
、
後
藤
慶
二
氏
の
『
日
本
劇
場
史
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
二
五
年
）、
竹
内
芳
太
郎
氏
の
『
日
本
劇
場
図
史
』（
壬
生
書
院
、
一

九
三
五
年
）、
図
師
嘉
彦
氏
の
『
日
本
の
劇
場
回
顧
』（
相
模
書
房
、
一
九
四
七
年
）、
須

田
敦
夫
氏
の
『
日
本
劇
場
史
の
研
究
』（
相
模
書
房
、
一
九
五
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
後
、
演
劇
研
究
、
芸
能
史
研
究
、
文
化
史
研
究
の
視
点
か
ら
、
江
戸
時
代
以
降
の
歌

舞
伎
の
劇
場
空
間
や
内
部
構
造
な
ど
を
考
証
し
た
も
の
が
、
服
部
幸
雄
氏
の
『
大
い
な

る
小
屋　

江
戸
歌
舞
伎
の
祝
祭
空
間
』（
一
九
八
六
年
初
出
、
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）

で
あ
る
。
近
代
の
劇
場
に
つ
い
て
は
、
徳
永
高
志
氏
の
『
芝
居
小
屋
の
二
十
世
紀
』（
雄

山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
り
、
劇
場
を
取
り
巻
く
社
会
に
注
目
し
、
東
京
を
は

じ
め
、
大
阪
や
地
方
の
劇
場
を
分
析
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
主
に
東
京
の
劇
場
の

観
劇
空
間
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
神
山
彰
氏
の
『
近
代
演
劇
の
水
脈
―
歌
舞
伎
と

新
劇
の
間
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
京
を
対
象
と
し
、
日
本

の
劇
場
空
間
の
近
代
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
永
井
聡
子
氏
の
『
劇
場
の
近
代
化
―
帝
国

劇
場
・
築
地
小
劇
場
・
東
京
宝
塚
劇
場
―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
が
刊
行
さ

れ
る
な
ど
、
近
代
以
降
の
日
本
の
劇
場
の
研
究
が
近
年
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

（
4
）	

新
富
座
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
、
浅
草
猿
若
町
に
あ
っ
た
守
田
座
が
、
新

富
町
に
移
転
し
、
八
年
に
改
称
し
た
劇
場
で
あ
る
。
こ
の
新
富
座
が
、
江
戸
時
代
以
来

の
劇
場
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
興
行
の
許
可
を
得
た
印
で
あ
っ
た
櫓

を
取
り
外
す
な
ど
、
従
来
の
様
式
を
変
更
し
た
だ
け
で
な
く
、
場
内
で
の
ガ
ス
燈
の
導

入
や
椅
子
席
の
一
部
採
用
な
ど
、
西
洋
の
設
備
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

海
外
か
ら
の
来
賓
を
招
く
な
ど
、
社
交
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
同

座
は
以
後
の
劇
場
建
設
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）	

木
村
錦
花
『
守
田
勘
彌
』（
新
大
衆
社
、
一
九
四
三
年
）
参
照
。
同
書
に
よ
る
と
、
新

富
座
の
構
造
は
、
屋
根
は
総
瓦
、
外
部
は
塗
屋
造
り
、
腰
は
海な
ま
こ鼠

壁
、
建
物
の
東
西
に

は
運
動
場
が
設
け
ら
れ
た
。
舞
台
と
観
客
席
は
、
長
谷
川
勘
兵
衛
が
考
案
し
た
「
阿
弥

陀
」
と
呼
ぶ
方
法
で
つ
く
ら
れ
、
観
客
が
ど
こ
に
い
て
も
舞
台
が
見
や
す
い
よ
う
に
で

き
て
い
た
と
い
う
。

（
6
）	

前
掲
稿
註
（
2
）
参
照
。

（
7
）	

角
座
に
関
す
る
図
面
や
仕
様
書
に
つ
い
て
は
、
橋
寺
知
子
「
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺

産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
中
村
儀
右
衛
門
資
料
に
お
け
る
道
頓
堀
角
座
関
連
資
料
の
概
要
」

（『
平
成
二
十
五
年
度
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
集
』
第
五
十
三
号
計
画
系
、

二
〇
一
三
年
五
月
）、
同
「
大
正
期
の
「
角
座
」
改
修
図
面
」（
大
谷
渡
編
『
大
阪
の
近

代
―
大
都
市
の
息
づ
か
い
』
東
方
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
8
）	

拙
稿
「
梅
田
の
「
大
阪
歌
舞
伎
」
─
明
治
三
十
一
年
に
開
場
し
た
新
築
劇
場
─
」（『
大

阪
都
市
遺
産
研
究
』
第
三
号
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三

年
三
月
）。

（
9
）	

「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
な
か
に
は
、
明
治
三
十
七
年
・
三
十
九
年
・
四
十
年
・
四

十
一
年
・
大
正
三
年
の
「
当
用
日
記
」
五
冊
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
中

村
儀
右
衛
門
『
当
用
日
記
』
に
つ
い
て
」（
研
究
代
表
者 

藪
田
貫
『
第
四
十
三
回
（
平

成
二
十
六
年
度
）
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
報
告
書　

芝
居
町
道
頓
堀
の
復
元
的

研
究
―
芝
居
小
屋
と
芝
居
茶
屋
を
中
心
に
―
』（
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ

ー
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、「
中
村
儀
右
衛
門
『
当
用
日
記
』（
明

治
三
十
七
年
）
翻
刻
」
も
同
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	

「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
（
大
阪
市
立
住
ま
い

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
度
企
画
展
「
再
現
！
道
頓
堀
の

芝
居
小
屋
～
道
頓
堀
開
削
三
九
九
年
～
」
で
展
示
さ
れ
た
。

（
11
）	

前
掲
稿
註
（
8
）
で
、
中
村
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
五
冊
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
記
し
た
。

（
12
）	

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

大
阪
篇　

第
三
巻
』

（
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
13
）	

東
京
の
皇
居
造
営
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
大
工
棟
梁
と
し
て
、
明
治
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
関
西
を
中
心
に
活
動
し
た
今
井
平
七
の
事
例
が
あ
る
（
大
川
三
雄
「
藤
田

網
島
邸
の
概
要
と
大
工
棟
梁
・
今
井
平
七
に
つ
い
て
」〔『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

集
』
第
五
二
六
号
、
一
九
九
九
年
十
二
月
〕）。

（
14
）	

松
ヶ
崎
萬
長
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
岡
田
義
治
・
初
田
亨
「
建
築
家　

松
ヶ
崎
萬
長

の
初
期
の
経
歴
と
青
木
周
蔵
那
須
別
邸
―
松
ヶ
崎
萬
長
の
経
歴
と
作
品
（
そ
の
Ⅰ
）―
」
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（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
五
一
四
号
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）、
同
「
建
築

家　

松
ヶ
崎
萬
長
の
後
期
の
経
歴
と
作
品
―
松
ヶ
崎
萬
長
の
経
歴
と
作
品
（
そ
の
Ⅱ
）

―
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
五
一
九
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）
に
詳
し

い
。
萬
長
は
、
岩
倉
使
節
団
に
留
学
生
と
し
て
同
航
し
、
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
に
留
ま
っ

て
軍
事
と
建
築
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
皇
居
御
造
営
事
務
局
の
出
仕
を
経
て
、
臨
時
建

築
局
に
勤
務
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
造
家
学
会
の
創
立
委
員
の
一
人
と
し
て
同
会
の
発

展
に
尽
力
し
た
。
萬
長
は
、
日
本
と
台
湾
で
、
ド
イ
ツ
の
建
築
技
術
を
導
入
し
た
建
築

物
の
設
計
を
て
が
け
た
。

（
15
）	

瀧
大
吉
に
つ
い
て
は
、
堀
口
甚
吉
「
滝
大
吉
氏
の
建
築
家
と
し
て
の
業
績
」（『
日
本

建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
号
外
、
一
九
六
五
年
九
月
）、
平
山
育
男
「
滝
大
吉
の
肖
像
写

真
と
関
西
行
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
三
七
号
、
二
〇
一

七
年
七
月
）、
杉
山
英
男
「
近
代
建
築
史
の
陰
に　

第
八
回
・
第
九
回
・
第
十
回　

第
六

章　

瀧
大
吉
」（
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の
三
）（『
建
築
技
術
』
№
六
〇
六
、
六
〇
七
、

六
〇
八
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。
大
吉
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に

工
部
大
学
校
を
卒
業
後
、
コ
ン
ド
ル
の
下
で
建
物
の
設
計
と
工
事
監
督
に
関
わ
り
、
造

家
学
会
の
創
立
に
も
尽
力
し
た
。
明
治
工
業
会
社
は
、
大
吉
が
明
治
二
十
一
年
に
神
戸

に
創
立
し
た
が
、
翌
二
十
二
年
に
退
職
し
た
。
そ
の
後
、
大
阪
に
建
築
事
務
所
や
工
業

夜
学
校
を
開
設
し
、
明
治
二
十
四
年
に
は
陸
軍
省
に
つ
と
め
、
軍
に
関
連
す
る
建
築
物

を
て
が
け
た
。

（
16
）	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
建
築
画
譜
』（
近
代
建
築
画
譜
刊

行
会
）
に
よ
る
と
、
儀
右
衛
門
は
、
岡
部
建
築
事
務
所
が
設
計
し
た
道
頓
堀
・
角
座
の

施
工
を
担
当
し
た
。
劇
場
は
大
正
八
年
六
月
に
起
工
し
、
翌
九
年
十
月
に
竣
工
し
た
。

た
だ
し
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇　

第
六
巻
』
に
は
、
大
正
十
年
十
月
に
改
築
落

成
式
を
行
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	

東
京
の
柳
盛
座
に
つ
い
て
は
、
阿
部
優
蔵
『
東
京
の
小
芝
居
』（
演
劇
出
版
社
、
一
九

七
〇
年
）、
佐
藤
か
つ
ら
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治　

小
芝
居
の
時
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
18
）	

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
付
）。

（
19
）	

佐
藤
前
掲
書
註
（
17
）
参
照
。
東
京
府
で
、
明
治
二
十
三
年
に
改
定
さ
れ
た
劇
場
取

締
規
則
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
官
許
の
劇
場
が
「
大
劇
場
」、
小
芝
居
（
道ど
う

化け

踊お
ど
り）
が
「
小

劇
場
」
と
な
っ
た
。
小
芝
居
は
、
道
化
踊
な
ど
見
世
物
の
名
目
で
興
行
許
可
を
受
け
て

い
た
が
、
実
際
は
歌
舞
伎
な
ど
を
上
演
し
た
。
柳
盛
座
は
小
芝
居
の
座
で
あ
っ
た
が
、

規
則
の
改
定
後
は
小
劇
場
と
な
っ
た
。

（
20
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
三
月
十
日
付
）、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十

九
年
三
月
九
日
付
）。

（
21
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
三
月
十
一
日
付
）。

（
22
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
付
）。

（
23
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
七
日
付
）。

（
24
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
九
月
十
九
日
付
）。

（
25
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
十
月
七
日
付
）。

（
26
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
八
月
九
日
付
）。

（
27
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
八
月
十
六
日
付
）。

（
28
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
八
年
三
月
三
日
付
）。

（
29
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
付
）。

（
30
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
九
日
号
外
）

（
31
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
八
月
四
日
付
）。

（
32
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
九
月
十
八
日
付
）。

（
33
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
二
日
付
）。

（
34
）	

梅
田
の
劇
場
「
大
阪
歌
舞
伎
」
の
建
設
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲
稿
註
（
8
）
参
照
。

（
35
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
付
）、
同
（
明
治
二
十
九
年
十
一

月
十
七
日
付
）。

（
36
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
年
七
月
六
日
付
）。

（
37
）	
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
一
年
二
月
十
三
日
付
）。

（
38
）	
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
一
月
十
四
日
付
）。

（
39
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
一
日
付
）。

（
40
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
四
年
三
月
三
日
付
）。
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（
41
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
五
日
付
）。

（
42
）	
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
三
十
四
年
十
一
月
三
日
付
）。

（
43
）	
前
掲
書
註
（
9
）
参
照
。

（
44
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
九
日
付
）。

（
45
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
年
一
月
一
日
付
）。

（
46
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
付
）。

（
47
）	

『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
七
日
付
）。

（
48
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
三
月
八
日
付
）。

（
49
）	

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
二
年
八
月
一
日
付
）、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十

二
年
八
月
一
日
付
）。

（
50
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
二
日
付
）。

（
51
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
一
日
付
）。

（
52
）	

明
治
四
十
四
年
四
月
に
開
場
し
た
京
都
座
に
つ
い
て
は
、
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸

能
調
査
室
・
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

京
都
篇　

第
五
巻
』

（
八
木
書
店
、
一
九
九
九
年
）、「
京
都
市
劇
場
史
略
図
―
近
代
歌
舞
伎
年
表 

京
都
篇　

別
巻
付
録
―
」（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
・
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編

『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

京
都
篇　

別
巻
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

主
な
参
考
文
献

・
伊
原
敏
郎
『
明
治
演
劇
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
）

・
岡
本
綺
堂
『
明
治
劇
談　

ラ
ン
プ
の
下
に
て
』（
岡
倉
書
房
、
一
九
三
五
年
。
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
復
刊
）

・
高
谷
伸
『
明
治
演
劇
史
伝
（
上
方
篇
）』（
建
設
社
、
一
九
四
四
年
）

・
堂
本
寒
星
『
増
補
改
訂　

上
方
演
劇
史
』（
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年
）

・
今
和
次
郎
監
修
・
大
泉
博
一
郎
編
集
『
建
築
百
年
史
』（
建
築
百
年
史
刊
行
会
、
一
九
五
七

年
）

・
村
松
貞
次
郎
『
大
工
道
具
の
歴
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）

・
岸
本
一
郎
編
『
明
治
時
代
上
方
芸
界
資
料
〈
歌
舞
伎
資
料
選
書
・
一
〉』（
国
立
劇
場
調
査

養
成
部
・
芸
能
調
査
室
、
一
九
七
七
年
）

・
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

大
阪
篇　

第
一
巻
～
第
六

巻
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
～
一
九
九
一
年
）

・
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修　

大
阪
市
史　

第
五
巻
』（
大
阪
市
、
一
九
九
一

年
）

・
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修　

大
阪
市
史　

第
六
巻
』（
大
阪
市
、
一
九
九
四

年
）

・
徳
永
高
志
『
芝
居
小
屋
の
二
十
世
紀
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）

・
小
沢
朝
江
『
明
治
の
皇
室
建
築　

国
家
が
求
め
た
〈
和
風
〉
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

八
年
）

・
神
山
彰
『
近
代
演
劇
の
水
脈
―
歌
舞
伎
と
新
劇
の
間
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）

・
笹
川
慶
子
『
大
阪
都
市
遺
産
研
究
叢
書　

別
集
一　

明
治
・
大
正　

大
阪
映
画
文
化
の
誕

生　
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
映
画
史
の
地
平
に
む
け
て
』（
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）

・
永
井
聡
子
『
劇
場
の
近
代
化
―
帝
国
劇
場
・
築
地
小
劇
場
・
東
京
宝
塚
劇
場
―
』（
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
四
年
）

〔
付
記
〕
二
〇
一
六
年
四
月
の
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
後
、
二
〇
一
七
年
四

月
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
の
非
常
勤
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
た
。
そ
の
間
、「
大

阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
調
査
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
本
稿
を
執
筆

し
た
。
調
査
研
究
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
な
ら
び
に
セ
ン
タ
ー
長
杉
本
貴
志
教
授
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ふ
じ
お
か　

ま
い　

関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）




